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       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和５年第２回美幌町議会定例会第２日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１３番馬場博美さん、１番

戸澤義典さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、配信してお

ります議事日程のとおりであります。朗読

については、省略させていただきます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

 先日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

 １０番古舘繁夫さん。 

○１０番（古舘繁夫君）〔登壇〕 私は、

さきに通告しております２点について一般

質問をさせていただきます。 

 １点目は、人口減少社会への挑戦と学校

給食費の無償化についてであります。２点

目は、高齢者に対する支援及びサポートと

いうことであります。１点目からお話をさ

せていただきます。 

 人口減少に対しては、移住対策と小中高

生への投資及び無償化による人口増という

ことを考えております。財政は厳しい現状

にありますが、小中学生に対する投資によ

り、必ずや美幌町に対する強い愛着心が生

まれ、将来に大きな希望を持つ頼もしい大

人になってくると思います。 

 学校給食費の無償化は、自然環境豊かな

オホーツク管内の中で美幌町に住み続けた

いと思う方々、また、美幌町に移住を考え

る方々への強いメッセージにもなると思い

ますが、無償化についての考え方をお聞か

せいただきたいと思います。 

 また、人口減少を食い止めることは大変

厳しい状況にありますが、このような社会

情勢で美幌に住み続けたいという町民に対

する応援、支援はどのようなものがある

か、お考えをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 ２点目は、高齢者に対する支援及びサポ

ートということで、町民７０歳以上の方々

への峠の湯の入浴料金及びもーびー乗車料

金の無償化についてであります。 

 美幌町は、人口減少と少子高齢化が一層

進み、ますます厳しい状況になってきてお

ります。諸先輩が築き上げてきた御労苦に

対する感謝の思いとして、７０歳以上の町

民の方々への峠の湯の入浴料金及びデマン

ドバスもーびー乗車料金を無償化にすべき

と考えておりますが、お考えをお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 古舘議員

の御質問に答弁いたします。 

 初めに、人口減少社会への挑戦と学校給

食費の無償化についてですが、これからの

美幌町を担う子供たちの成長に対して、何
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より安心して子育てできる環境づくりの強

化が必要であり、子育て世帯の経済的負担

の軽減の観点からも、学校給食費の軽減は

有効な支援策でありますが、財政負担の面

からも、これまで、第３子以降の世帯に対

して給食費の無償化を実施しているところ

であります。 

 本来、学校給食費の無償化は、義務教育

の公費負担の原則から国がしっかりと費用

負担の責任を果たすべきと考えておりま

す。一方、昨年から続く食材の価格高騰の

状況から、給食費を値上げしなければなら

ない窮状にありますが、これまでの経済情

勢を考慮し、子育て世帯の負担とならない

よう、何らかの支援策を講じる必要がある

と認識しております。 

 しかしながら、無償化は多額の財政負担

が伴うことから、全体の子育て支援施策の

状況も踏まえて、慎重な判断が必要である

と考えております。 

 また、美幌に住みたい、住み続けたいと

思う町民に対する応援、支援はどのような

ものがあるかにつきましては、第６期美幌

町総合計画や美幌町まち・ひと・しごと創

生総合戦略により、子育て、医療、福祉政

策、インフラ整備を進めており、今後も引

き続き、このまちに住みたい、住み続けた

いと思っていただける施策を進めてまいり

ます。 
 美幌町は今年、町制施行１００周年を迎

えます。この機会を通して、町民全体で歴

史を振り返り、先人の功績に感謝するとと

もに、いろいろな記念行事を行い、町民の

皆さんとまちへの愛着や誇り、まちづくり

への積極的な参画意識の醸成を図り、次の

１００年につながるまちづくりを実行して

まいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 次に、高齢者に対する支援及びサポート

についてですが、美幌町交流促進センター

峠の湯びほろにつきましては、令和４年度

に入浴料金を改定しており、今年度の入浴

収入は、コロナ禍前の平成３０年度と比べ

て約９００万円の増収を見込みますが、電

気料及び燃料費の高騰により支出が増加す

る見込みから、年間の収支としては減益と

なる見通しであります。 

 また、峠の湯びほろの利用者数増加に向

けた取組及び福祉施策の充実を図るため、

本年度より送迎バスの運行、福祉風呂の介

助用リフトを設置、障がい者を対象とした

入浴料の半額助成を開始したところであり

ます。 

 御質問の７０歳以上の町民に対する入浴

料金無償化については、恒久的な多額の財

政負担を伴うことから、現在のところは考

えておりませんが、今後も利用者サービス

の向上に努めてまいりますので、御理解を

お願いいたします。 

 次に、デマンドバスもーびーの無償化で

ございますが、令和４年１月に策定しまし

た、美幌町地域公共交通計画に基づき、公

共交通の収支改善に取り組んでおります。 

 町民の皆様に御理解をいただきながら、

将来に向けて持続可能な公共交通を構築し

ていくためには、一定の受益者負担は必要

であることから、現状では無償化すること

は難しいと考えております。 

 今後、町内公共交通の利用状況等を注意

深くみながら、交通事業者や関係機関と協

議し、適正な運賃の設定に努めてまいりま

すので、御理解のほどをよろしくお願いい

たします。 

 以上、答弁いたしました。よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 人口減少と給食

費の無償化についてですが、過去に先輩議

員並びに同僚議員が学校給食費を無償化す

べきではないかというお話を議会で随分さ

れておりました。第３子以降の無償化を進

めているということは承知しておりますけ

れども、私は、無償化することが人口減少
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社会に対して何よりのことだとは思ってお

りません。何でもただにするというのはど

うかと思いますけれども、給食費を無償化

にすることで、美幌町への定住の思いや、

美幌町に移住したいと思う方々などにはイ

ンパクトがあると思います。 

 町長は、答弁の中で、これは義務教育だ

から国がというお話をされておりました

が、つい最近の農業新聞の記事に、自治体

の３割が無償化をしており、さらに給食費

助成の動きもあるということも書いてあり

ました。 

 ある経済人が、美幌町内で投資をした

い、建物を新しくして事業を進めたいとい

うことで私のところに来たのですが、美幌

は本当に大丈夫なのかという話をされてい

ました。今、美幌町の人口は、加速度的に

という言い方はどうかと思いますが、少子

高齢化で経済活動が立ち行かなくなるので

はないか。いや、平野町長は、人口減少に

挑戦をするということを町民の多くの皆さ

んにお訴えをして、４年間、町長をされて

きて、多くの皆さんの御支持をいただいて

いるはずですよ。しかし、１自治体または

何かの施策一つで人口減少を止められると

は誰も思っていないと思います。しかし、

その中の一つとしてインパクトがあると思

っています。 

 くどいようですけれども、町長がおっし

ゃっている人口減少に挑戦をするというこ

とについて、具体的に、もうちょっと分か

りやすく、こんなことが施策として、また

町の取組としてあるのだということをお聞

かせ願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 人口減少に歯止め

をかけるのはなかなか難しいという認識は

持っております。それは、私どもの町だけ

ではなくて、全国的にそういう認識だと思

います。 

 あとは、減少を完全に止めるのは難しい

と思いますが、傾斜率をできるだけ抑え

る、最低でも横向きにする努力が必要かと

思っています。 

 そうなれば、美幌にたくさん住んでいた

だけるということになると思っておりまし

て、他の町との差別化というか、美幌の特

徴を何かつくっていかなければいけません

ので、子育て、教育に力を入れるべきだと

考えました。 

 あわせて、町民へのまちづくり等のアン

ケートの中では、医療や介護の充実を求め

られていますので、今、私がふだん言って

いるのは、子育て、教育、それから、介護

というよりも、高齢の方が元気で長生きし

ていただく場づくりをしっかりやることが

大切であると思っております。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 今、町長がおっ

しゃったことは、総論的なことが多いので

す。先ほど言いましたように、何か一つを

もって人口減少を止めるのはなかなか難し

いです。今、子育てのこともありました

が、平野浩司町長は長く経済部長をお務め

いただき、教育長という立場にもありまし

た。特に、美幌町内の経済活動を含めたい

ろいろなことを熟知されていると思います

が、先ほど私がお話しした、商売をやって

いる人が投資になかなか踏み切れない理由

は、人口減少の話が根底にあるためです。 

 町長が就任されて１年たたないときに、

新型コロナウイルス感染症が拡大して、大

変大きなダメージといいますか、行政も大

変な御苦労をなさいました。遅ればせなが

ら、国がいろいろな政策で応援をしてきた

という状況はあるのですが、就任１年目の

平野町政は、オーバーに言えば、コロナに

振り回されたところもあったのかもしれま

せん。 

 話を戻しますけれども、その美幌町に長

く定住したいということも含めて、新たに

美幌町内で生まれる赤ちゃんの数は８０人

いらっしゃらないのではないかと記憶して
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います。そしてまた、残念ながらお亡くな

りになる方は、アバウトで言うのはどうか

と思いますが、２００人前後ではないかと

ということですと、どうしても人口減少に

なってしまいます。 

 先ほど町長は、減少ではなくて横にスラ

イドできるようにとおっしゃいましたが、

なかなか厳しい状況にあると思います。 

 とりわけ、今回、このことを一般質問に

させてもらおうと思ったのは、今日の美幌

新聞を見たところ、平野町長に対抗する方

がいないと書いてあったでしょうか。これ

は残念なことで、やはり、私はこう考えて

美幌町を引っ張っていくのだという声を聞

きたかったのです。 

 どなたがやっても大変厳しい状況が待っ

ていると思います。しかし、そんな中でこ

の美幌町は若干光っているところが幾つも

あるぞということを考える。その一つに、

給食費の無償化や、美幌に移住したいと思

っていらっしゃる方に対する思いを、ここ

でお話しするということも一つではないか

と思います。 

 また、もしデータとしてあれば、平野町

長が就任されて以来、何人が美幌町に移住

してきたのか。南３丁目、南４丁目に体験

型のお家がありますが、あそこを利用して

いただいて、美幌町並びにこの管内を体験

していただいて、美幌町で生活をしたいと

いう人のためにも使ってもらうということ

だったと思うのですけれども、その辺の成

果を教えてほしいのです。美幌町に移住し

てきたのは何人ぐらいとか、もちろん農業

も含めて、もし数字があるのであれば教え

てほしいです。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 人口減少に関して

総論的だという話でありましたので、具体

的に何をやったかということです。例え

ば、子育てということでは、まずは第３子

以上の多子世帯への支援ということで、第

３子以降の給食費を無償にしました。ま

た、保育に関して、幼稚園もそうですけれ

ども、無償化になったときに大きな決断を

しなければならなかったのは、それまで、

それぞれお弁当を持ってきたり、保育費の

中に給食費が入っていたものを出さざるを

得ないということになったときに、いち早

く、町は民間も含めて全て無償化したとい

うことはやってきました。そういう意味で

は、他のまちに自慢できるものはあると私

は思っております。 

 実際に、通常の人口推計は結構当たるの

ですが、その人口推計と今計画しているも

ので、私の分析でいくと、当初の計画のと

おり人口減少が進んでいるのが実態かと思

っています。 

 ということは、逆に考えれば、先ほど言

ったように、極力、下がらないようにする

ための努力ということであれば、まだまだ

足りないのかなと思っております。 

 確かに、就任して１年後にコロナ禍でい

ろいろな状況が変わってきました。ただ、

コロナに対して自信を持って言えること

は、町民の命と健康、そして、町の経済を

何とか維持しようということはそれなりに

やってきていると思っております。 

 御質問がありましたが、移住してきた人

数とか、農業者がこちらに何人移住してき

たかというデータは持っていないのです

が、新規就農のものだけをお話しさせてい

ただければ、平成３０年度から令和４年度

までの５年間で３名の方が農業に新規従事

しております。 

 もう一つ、非常にうれしいのは、農業後

継者という新規農業従事者、要はＵターン

されている方がこの５年間で２３名もいる

のです。人が増えているというか、それだ

けの方が美幌に戻ってきているという一つ

の事例です。 

 そういう意味では、全てが私どもの施策

の影響下ということではないですが、一つ

のデータとしては、こういう状況になって

おります。 
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○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 移住体験施設

の利用実績について御説明させていただき

ます。 

 直近で言いますと、令和３年度は、四季

彩美幌を利用したのが１件となっておりま

す。そして、令和２年度は０件ということ

で、こちらは新型コロナウイルスの影響が

あり、こちらから利用をお断りして、施設

の運用を停止していたという状況にござい

ます。 

 そして、移住の実績ですが、政策課を通

じて相談がありまして移住に結びついた件

数ですけれども、令和３年度は７件、令和

２年度は相談がなかなかなかったというこ

とで０件となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 私は、数字をと

いう意地悪なことを言ってしまったかもし

れません。しかし、先ほどからお話をして

いますが、ロシアのウクライナ侵攻によっ

てなおさら厳しい状況が続いている中で、

さらにコロナが追い打ちになってきて、大

変厳しい経済状況だと思っております。 

 そんな中で、昨日、町長並びに教育長か

らありました令和５年度の予算並びに執行

方針を見ると、町民の皆さんに夢を与える

というか、私に投資をしたいという人に、

そんなことないぞ、美幌で商売はできる

し、投資をどんどんしたらいいではないか

と言ってやりたいと思っています。それ

は、決して皮肉ではなく、町長を先頭に多

くの職員の方々の日頃の仕事ぶりや能力を

考えると、この管内でキラリと光る町にき

っとなるのだろうと思います。令和５年度

の執行方針を見て、そのように実感してお

ります。 

 先ほど言いましたけれども、町長のお仕

事というのは、町民の皆さんに夢を与える

というか、希望を持ってもらうという本当

に大切なお仕事の一つだと思うのです。 

１２月の定例会で稲垣議員が、平野町長に

２期目はありますかというお話や、皆さん

にお約束した公約に対する完成度とおっし

ゃったか、成し遂げたこととおっしゃった

か、ちょっと忘れましたが、そのときに町

長は七割、八割はやれたとおっしゃったの

ではなかったかと思うのですけれども、私

は、正直に言って、そんなにやれたのだと

びっくりしたのです。 

 就任して１年もたたないうちにコロナが

あって、全ての職員が対応されて、大変な

平野町政の１期目だったと思っていた中

で、稲垣議員に対してそういう御答弁があ

ったので、そのように感じました。 

 もう一回言います。 

 町民に対する令和５年度の執行方針の

夢、人口減少に対する思い、公約に挙げた

もの、稲垣議員に対する答弁は間違いない

ということなのか、その辺をお話ししてく

ださい。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私が就任したと

き、当初、全体で４４項目の公約を挙げま

した。その内容は、全てが皆さんにとって

華々しい話だけではなくて、細かい話も含

めて、こういうことを一つ一つ積み重ねて

やりたいという項目から、結果的に途中で

２事業をやらないと修正させてもらいまし

たので、４２事業に対して、何らかの手を

かけるか、完結したということでお話しさ

せていただいております。 

 ただ、事業の深みといいますか、例え

ば、美幌の宿泊施設については、期間中に

民間参入の努力をしたいということで、本

当に４月から着工していただきますけれど

も、そういう項目であればきちんと実行で

きたと思っています。 

 そういう意味では、項目として出したも

のはしっかりやったと思っております。た

だ、その熟度については、まだまだ不十分
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なものがあるので、私の思いとしては、次

期もしっかり担わせていただきたいという

思いでお話をしました。 

 いずれにしても、例えば人口減少につい

ては、議会の中で古舘議員と、私の立場と

しては夢をということもあるのですけれど

も、着実に歩むこともしなければいけない

ですし、派手さはなくても、やれることを

しっかりやりたいです。美幌に来ていただ

けるチャンスがあって、その中で何が必要

かということについては、その方ときちん

と向き合いながら、制度的に直す必要があ

るものは直すとか、そういうことはしっか

りやってきています。起業であれば、団地

にも倉庫を建てていただいたり、衛星のア

ンテナがありますが、基地局の誘致など

は、そんなに目立つ存在ではないですけれ

ども、しっかりやってきたつもりです。 

 そういう意味では、これからも可能な限

り、まずは町民にこの町に住んでいてよか

ったなと思っていただける施策を一つ一つ

皆さんに示して、それをしっかり実行して

いきたいという思いです。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 人口減少と令和

５年度の話をお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 令和５年度の予算

編成方針で、実質的には骨格予算というこ

とで、これを新たにやりますよというの

は、そんなに示しておりません。 

 なぜかというと、予算が伴うものについ

ては、次の町長になられる方がしっかり示

すべきだと思っています。ただし、今まで

継続的にやっていたもの、例えば、幼稚

園、保育所の給食費の無償化とか第３子以

降の給食費の無償化は継続しています。ま

た、制度で変えられるものは、今回いろい

ろと提案させてもらいますけれども、リフ

ォーム制度の中で、これは少しでもよくし

たほうが皆さんにとって使いやすくなると

いうものは、申し訳ないですが、次の町長

が誰になろうが、今回しっかり示させてい

ただいておりますので、それを皆さんで判

断していただければと思っております。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） いろいろなお話

をさせていただいておりますが、究極は、

人口減少への対応と学校給食費を無償化に

すること、それが唯一ではないけれども、

とても大事なことなのです。同じ話を繰り

返しますが、美幌町にこれからも長く定住

しよう、子育てをしていこう、住み続けた

いという思いの方々に対する大きなインパ

クトがあるからお話をさせていただいてお

ります。 

 町長の４年間の評価については、どこに

その方の思いがあるかによって違いが出て

くるし、町長が四十何項目の話をされたの

は少し記憶があるのですけれども、令和５

年度の予算組み並びに執行方針のお話をさ

せていただいていることを聞けば、美幌が

これからもきらりと光るまちになるのだろ

うということを強く大きく期待をしている

ところです。 

 しかし、国並びに道の財政的なことも含

めて、町民の皆さんに夢だけを与えるとい

うことではなくて、町長も具体的にお話し

ていただきましたが、これからさらに厳し

くなるであろうという状況の中で、人口減

少社会へ挑戦するのではなくて、人口減少

に立ち向かうという思いで、意をもって対

処していただきたいと思います。 

 この項目について終わりにしたいと思い

ますが、いま一度、人口減少、給食費の無

償化並びに人口減少対策についてお話をい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 人口減少の対応に

ついては、本当に積極的にさせていただき

たいと思いますし、今回は骨格予算であり

ますけれども、当初の予算編成方針でお話
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をしたときは、減少をとどめる方法とし

て、４月１日にオープンする美幌みどりの

村につくっている移住相談拠点施設を挙げ

ております。民間の力を借りて、ここには

移住相談の窓口もありますので、そこに来

てもらうということです。 

 それから、私はふだんから関係人口とい

うお話をしておりますので、美幌に関わる

企業が、ワーケーションでもいいのですけ

れども、それを使ってこちらに滞在しても

らうということです。それは、町の経済の

活性にもつながりますし、大学等にも関わ

ってもらって学生がこちらへ来て、我々に

足りないものを若い世代に補完していただ

いております。 

 それらをしっかり維持するというより

も、チャレンジをしていきたいという強い

思いがあります。 

 また、給食費のことで今言えることは、

原則は原則ですが、子育てというトータル

の中で皆さんは何を望まれるのかです。

今、給食費だけではなくて医療費のことも

言われていますし、もうちょっと的を絞れ

ば、保育料の０歳から２歳児までの負担を

町がしてほしいとか、トータル的に皆さん

が一番背中を押してくれるものというの

は、それだけ財源が伴うということです。 

 大きな市というよりも、ふるさと納税の

寄附金が多いところは、皆さん、特定財源

ということでいろいろなことをやっていま

す。 

 ですから、私が町長に就任したときに、

まずはふるさと納税のお金を増やしましょ

うということで、私どものスタッフとそこ

に関わる業者がタッグを組んで、７,０００

万円ぐらいの一部修正がありましたが、そ

れでも４億円を超えるお金を得ておりま

す。 

 そして、いただいたものを何に充ててい

くかです。給食費という話はありますけれ

ども、それだけ特化してやると言える時期

ではないので、それはその立場にある中で

判断することだと思っています。 

 こういう中途半端な言い方で申し訳ない

のですけれども、御理解いただきたいと思

っております。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） それでは、二つ

目の高齢者に対する支援とサポートについ

て、もーびー号の料金の無償化と峠の湯の

料金の７０歳以上の方々を無償にするとい

うことでお尋ねいたします。 

 伺えば、もーびー号は大変好調というこ

とですが、峠の湯については、電気並びに

燃料の高騰で大変厳しい決算をしていると

いうお話がありました。 

 峠の湯に関係しては、年間１０万人前後

の利用ということについては、公営温泉で

大変御努力をされている数字だなと本当に

敬服しているところです。町長からお話が

ありましたが、町制をしいて１００年にな

るということで、先人のたゆまぬ努力で美

幌町はここまで発展してきました。 

 しかし、大きな社会情勢の中で、少子化

と高齢化という大変厳しい状況下にありま

すが、そういう人たちに敬意並びに、昨

日、木村議員から、若い人に対するサポー

トとか、もっと支援をしてほしいというお

話がありました。それはすばらしいことで

すが、そうなってくると財源が幾らあって

も足りないと町長に言われそうですけれど

も、私はぜひ、７０歳になったら年間入浴

無料パスとか、１万円いただいたらお風呂

は無料でデマンドバスは乗り放題というこ

とを考えてはどうかと思っています。 

 だって、高齢者の方々で免許証を返納す

る人が増えてきて、今はお家の中にいても

いろいろなものを自宅に届けてくれたりし

て生活ができますが、それは駄目です。家

でごろごろして、朝、昼、晩、食べる物を

届けてもらっていたら、病気になります。

外に行って、人に会ったり、買物をした

り、お風呂に入ったりするということが何
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よりも健康なのです。 

 高齢化がこれだけ進むのですから、お風

呂とバスをセットで１万円負担したら年間

ただにするというのはどうですか。 

 町長、これは冗談で言っているのではな

いですよ。対抗馬がいないのだから、それ

ぐらいのことは考えてください。令和５年

度はこういう考え方でいく、高齢の皆さん

に、これから１００年のことを考えて、今

までの１００年に対する感謝も含めて、１

万円を負担していただくことで、１年間、

デマンドバスと峠の湯のお風呂は無料にす

る。１万円をもらうので、無料とは言わな

いですけれども、まだ統一地方選挙になっ

ていないので、誰か出る人がいるかもしれ

ませんが、これは町民に与えるインパクト

も大きいですから、町長、そういう高齢者

に対するサポート、支援はどうですか。１

万円で１年間、お風呂に入り放題、デマン

ドバスに乗り放題、ちょっと考えてみるぐ

らい言ってください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 高齢者というか、

これまで町を築いていただいた方々に対し

て、私は常に敬意を払いたいと思います

し、皆さんは必然的に高齢になります。こ

の頃は長生きをされる方が多いですが、皆

さんに言っているのは、本当に元気で長生

きしましょうねと。認知症とかフレイル予

防という施策はしっかりやっていきたいと

思います。 

 今言われたように、ただではないけれど

も、一部負担した場合に何かセットでとい

うことは、一つの考えとしては理解できま

す。ただ、それを今やるということではな

くて、公共交通としてのもーびーの動き

と、高齢の人たちが家に閉じ籠らない、足

がなくて買物に行けないのであれば、公共

交通を整備しなければいけないけれども、

そうではなくて、家にただいるだけだった

ら、外に出るほうが絶対にいいと、それは

別な考えで整理しなければいけないと思っ

ているのです。 

 ですから、今、それに対してこんな施策

がということを言う時期ではないので、お

話としてはしっかり承りたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 最後の発言にさ

せていただきます。 

 町長には御理解いただいたと思うのです

けれども、復唱しますと、高齢化が進んで

お家にいるというのは、精神衛生上、また

肉体的にも決していいことではない。だか

ら、動く、外に出るということで、デマン

ドバスについては、議員に大変熱心な方も

いらっしゃって、滑り出しは本当に好調で

よかったなと思っています。そしてまた、

利用度がどんどん高くなっているというお

話を伺いますので、家にいても届けてくれ

るということではなくて、近くの店やスー

パー、金融機関、しゃきっとプラザなどに

出かけていただく、そのためには足の確保

はとても大事です。それから、峠の湯を利

用するということについても、そのほかの

ことも考えると町長はおっしゃってくれま

したので、高齢の方々に対する敬意、そし

て、これからも元気で長生きしてもらえる

ということを考える施策をぜひ令和５年度

に、選挙が終わったら大型補正がきっとあ

るのだろうと思うのですが、その中に含め

ていただきたいと思います。学校給食と峠

の湯と全部をただでというのは虫がいいと

言われるかもしれませんが、一歩でも半歩

でも私の言ったことについて進めていただ

ければと思います。 

 最後に一言お願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 高齢の方々にはし

っかり敬意を払うということは当然のこと

でありますが、皆さん元気で長生きをして

いただく施策、それから、これは行政だけ

ではなくて、皆さんとやらなければいけな

い、そういう町にしていきたいと思うので
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す。基本的には家の中にいない、外に出ま

しょうということを、令和５年度だけでは

なくて、それから先もと、そういう立場に

なればしっかり考えていきたいと思ってお

ります。 

○議長（大原 昇君） これで、１０番古

舘繁夫さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１０時５５分といたします。 

午前１０時５０分 休憩 

─────────────────── 

午前１０時５５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ２番藤原公一さん。 

○２番（藤原公一君）〔登壇〕 議長より

発言の許可をいただきましたので、私から

は、さきに通告しております大きく２点、

行政業務の効率化と避難所運営について質

問させていただきます。 

 まず１点目は、書かない窓口の推進につ

いてです。 

 ２月３日の衆議院予算委員会で、行政業

務の効率化を図るため、自治体の窓口で申

請書類を記入せず、簡単に手続ができる書

かない窓口を全国で推進すべきであると取

り上げられており、マイナンバーカードの

活用や職員の聞き取りなどによる書かない

窓口が全国の自治体で広がっております。 

 北見市ではいち早く導入し、申請時間の

短縮になったとの御意見もお聞きしており

ます。 

 本町の書かない窓口の導入の計画につい

て、お伺いいたします。 

 ２点目は、自治体ＤＸ（デジタルトラン

スフォーメーション）推進計画についてで

す。 

 美幌町においては、令和３年１１月に美

幌町ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）推進計画が策定され、計画策定から

１年４か月でありますが、マイナンバーカ

ードの普及率も向上しております。 

 推進計画の背景・目的にある「誰一人取

り残さない、人に優しいデジタル化」とい

うビジョンが国から示されており、質問事

項の１点目である書かない窓口を含め、今

後の推進計画についてお伺いいたします。 

 次に、２点目は避難所運営についてで

す。 

 一つ目は、避難所開設（運営）キットの

導入についてです。 

 昨年１２月２３日、暴風雪により送電線

鉄塔が倒壊し、紋別市全域で停電が発生い

たしました。 

 停電戸数は延べ約１３万４,４４０棟に及

び、ライフラインの一つである電気の必要

性が再認識されました。暖房ストーブは電

気で稼働しているものがほとんどであり、

電気の要らないポータブルストーブを常備

している家庭なら暖を取ることができます

が、策を持たない家庭は、やはり避難所に

行くしか選択肢はありません。 

 今までは、町職員の到着を待って避難所

を開設しておりますが、今回のような暴風

雪時においては、町職員も現地に向かうこ

とすら難しい状況になるかと思います。 

 地域の方が、町職員の指示を待たずに避

難所を開設できる避難所開設（運営）キッ

トというものがあります。これは、避難所

へ先に到着した町民の方や地域の自主防災

組織の人でも開設できるよう、少し大きめ

のプラスチックケースに立入禁止ロープや

案内標識、避難者名簿や運営に必要な事項

が書かれているファイルなどが収められて

おります。 

 災害が起こって実際に避難所を開設する

とき、既に用意すべき小物が手元にあるだ

けでも安心して開設でき、町職員の到着を

待たずしても避難所開設が可能になりま

す。 

 避難所開設（運営）キットは、釧路町や

釧路市でも導入され、全国の自治体でも普
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及し始めております。 

 避難所開設（運営）キットの導入の考え

についてお伺いいたします。よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 藤原議員

の御質問に答弁いたします。 

 初めに、行政業務の効率化について。１

点目の書かない窓口の推進についてであり

ますが、来庁者が行政手続を行う際、特

に、複数の手続が必要な場合にワンストッ

プで手続を行うことができるように、それ

ぞれのシステムを連携して、一度に申請書

類の作成をシステムが代わって行うこと、

これが一般的に書かない窓口と呼ばれてい

ます。つまり、来庁された方が、申請書類

の記入を省略するということもあります

が、複数の行政手続を一度の来庁によりワ

ンストップでできるといったことが最大の

メリットとされております。 

 現在、本町におきましては、北見市のよ

うなシステムによる運用は行っておりませ

んが、本町独自の取組として、転出時に発

生する各種手続や親族が亡くなられたとき

などに必要な様々な届出などは、一度の来

庁で全ての手続を御案内の上、関係課との

連携を図りながら、来庁された方が１か所

で全ての手続が取れるワンストップサービ

スの実施にかねてより努めてきているとこ

ろであり、来庁された方の負担を極力軽減

すべく、関係職員一丸となって御対応をさ

せていただいているところであります。 

 今後におきましても、引き続き、現在取

り組んでいるワンストップサービスの推進

に努めるとともに、現在普及が図られてい

るマイナンバーカードの活用も併せ、いわ

ゆる書かない窓口の仕組みの利用につい

て、研究の上、来庁される方のさらなる利

便性の向上に努めてまいります。 

 ２点目の自治体ＤＸ（デジタルトランス

フォーメーション）推進計画につきまして

は、本町では、令和３年１１月に策定の美

幌町ＤＸ（デジタルフォーメーション）推

進計画に基づき、「『いつも通り』を『も

っと便利』に～窓口でも電子申請でも自分

が選べるサービスへ～」をテーマとして、

行政機能の強化と人に優しいデジタル化に

取り組んでおります。 

 現在、国に準じて、順次、行政手続及び

ＲＰＡ（ソフトウェアロボットによる業務

自動化）の活用やペーパーレス化の推進な

ど、役場業務のデジタル化を実施しており

ます。 

 さらに、令和５年度からは、公金収納へ

のスマートフォン用決済アプリを導入する

とともに、地方公共団体が優先的にオンラ

イン化を推進すべき児童手当認定請求等の

子育て関係や、要介護・要支援認定申請等

の介護関係についての２６の行政手続がマ

イナンバーカードで行われることとなり、

拡充されます。 

 今後につきましては、美幌町ＤＸ推進計

画に基づいて、町民の方々の利便性向上と

行政サービスの効率化に努めてまいりま

す。 

 次に、避難所運営についてですが、国道

４路線が接する美幌町は交通の要衝であ

り、猛吹雪による通行止めやライフライン

の途絶は日常生活に大きな影響を与えるも

のと認識しております。 

 そのため、町では、職員初動対応マニュ

アルに従い、大規模停電により自宅での生

活が困難となることが予想される場合は、

避難所を開設するとともに、停電範囲や復

旧見通しなど、情報発信に努めることにし

ております。 

 御質問の避難所開設（運営）キットの導

入の考え方ですが、避難した方がその場で

開設できる手順書等は作成しておりません

が、既に主要となる避難所には職員到着

後、迅速な避難所開設ができるよう、開設

準備に必要な物品のほか、避難者名簿や案

内標識等、専用ケースに収納した常設セッ

トを準備しております。 
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 美幌町地域防災計画では、職員が開設す

ることを基本としておりますが、大規模な

災害により職員の到達が遅れる際には、地

域に対して協力を求める場合もあると考え

ております。 

 つきましては、新たに地域住民による避

難所開設訓練を検討するなど、防災対策の

強化を取り組んでまいりたいと存じますの

で、御理解を賜りますようお願いいたしま

す。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） それでは、書かな

い窓口から再質問させていただきたいと思

います。 

 まず、全国的に先駆けて２０１６年に北

見市で導入された書かない窓口では、転入

や婚姻などに必要な複数の手続について、

申請１件当たりで二、三分短縮され、業務

時間の削減につながっているシステム構築

には約７,０００万円の予算を投じているけ

れども、それを上回るメリットのほうが大

きいとされております。 

 利用者からも手続が簡単になったと好評

を得ており、デジタル相が主張するよう

に、住民が行政窓口で書かない、待たな

い、回さないとされ、マイナンバーカード

の個人情報の確認が容易になったなどのデ

ジタル化の進展もあります。 

 現在、約７０の自治体が書かない窓口の

導入を進めております。 

 答弁では、関係課との連携を図りながら

来庁される方が１か所で全ての手続が取れ

るワンストップサービスに努めているとあ

ります。具体的にはどのような手続がワン

ストップなのか、教えていただきたいと思

います。 

 先ほどもお悔やみのことが答弁されてお

りましたけれども、お悔やみ以外でどのよ

うなワンストップがあるのか、教えていた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 美幌町で行っているワンストップサービ

スは、例えば、美幌町から引っ越していっ

たとか、美幌町内で引っ越したとか、住所

が変わることに伴って発生するもの、水道

を使う場所が変わるとか、学校の区域が変

わるとか、先ほどお悔やみの話もありまし

たが、人が亡くなってその方に対して年金

の支給の手続が出てくるとか、介護認定を

受けていた場合はそれに伴う手続が出てく

るとか、こういったものを調べておきまし

て、手続に来られたときにそれぞれの部署

の職員と連携を図りながら対応していくと

いう取組をしているものでございます。 

 以上、御理解のほどをよろしくお願いし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） ワンストップの話

ですが、利用者が庁舎１階の総合窓口に行

けば、町職員の方が来ていただいて、町民

が動かなくていいというのがワンストップ

だと思うのですけれども、本当にそのよう

な体制になっているのか、お願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 議員がおっしゃるとおり、総合窓口に来

たときに必要な手続をそこに関係する職員

が来ていただいて一緒に行えるようになっ

ております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） すみません。私は

町民でありながらそういうワンストップに

あまり関わったことがないものですから、

質問させていただきました。 
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 ワンストップで行えるということは、町

民にとっては本当に喜ばしいことなのかな

と思っております。 

 次の問題ですけれども、来庁される方の

負担を極力軽減すべく、関係職員一丸とな

って対応させていただいているという御答

弁がありました。 

 私は、２月に１階にいたのですが、総合

窓口の前で、マイナンバーカードの申請と

確定申告に訪れる方などが大勢固まってお

りました。その中で、マイナンバーカード

の申請は整理券でそのまま待てばいいので

しょうけれども、マイナンバーカード以外

で、例えば住民票を取るためだけに窓口に

来る方も同じ整理券を取られて待たなけれ

ばいけないという状況をお聞きしました。 

 窓口に来られた方が同じ受付機のところ

で待機しなければいけない状況があったと

お聞きしているのですけれども、過去に私

がバリアフリーの関係で質問したときに、

少しニュアンスが違うのかもしれません

が、職員がそのような方を見かけたときに

は誘導いたしますという答弁をされており

ます。 

 今回のように窓口が混み合う場合、例え

ば、２階の職員が１階に降りてきてヘルプ

に入ってもらうとか、窓口対応の協力体制

などについて検討がなかったのか、経緯が

あれば教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 今、議員

から職員一丸となっての対応という点の御

質問がございました。 

 役場の新庁舎では、主に町民の生活全般

に係る窓口を１階フロアに集結させたとい

う特徴を持って取組をさせていただいてい

るところでございます。 

 今お話のございましたマイナンバーカー

ド、また確定申告という業務への対応はそ

れぞれの担当職員が行っているところでは

ございますが、他の職員、例えば、町民生

活部でしたら、税、戸籍にかかわらず、お

客様のアテンドというものにその部全体で

取り組むという指示の下に動いているとい

うことがございます。 

 また、町民生活部の隣には福祉部がござ

いますが、こちらも密接なつながりの中で

お客様の生活を支援させていただいている

ということから、その両部を併せまして、

それぞれの担当に限らず、親切な対応をさ

せていただくということで、福祉部、町民

生活部の職員は同じ意識の中で対応させて

いただいておりますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 先ほどの質問に関

わって、窓口の整理番号票を取るときの混

み具合から、かなり待たされたというお話

を聞きました。また、町民の中には、役場

庁舎をあまり利用しないので、どうやって

窓口の整理券を取っていいのか分からない

という方もおりました。 

 その中で、先日、整理番号まで行く道順

にテープか何かを貼っていただいていまし

た。私も町民から分かりづらいというお話

をいただいていましたが、フロアに入って

から整理券までの誘導という町職員の配慮

だと思うのですけれども、よい発想だと思

っておりました。今後も、町民目線を大事

にしていただきたいと思います。 

 この質問の最後にしますけれども、２月

３日の衆議院予算委員会で、デジタル相

が、書かない窓口についてのメリットは非

常に大きいとの認識を表明され、デジタル

庁では全国展開に向けたプロジェクトを進

めるとしておりました。全国でメリットを

享受できるよう頑張りたいという答弁もし

ております。 

 今国会でそのような発言があったのです

けれども、美幌町として、書かない窓口の

検討について国から指示があった場合の対

応についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 
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○町民生活部長（関 弘法君） 先ほど、

書かない窓口の仕組みについて研究をさせ

ていただくという御答弁をさせていただき

ました。 

 町民にとって利便性の高いサービスをよ

り効果的な取組に飛躍をさせていくという

ことにつきましては、当然、我々の使命と

考えてございます。その意味からも、お客

様にとって簡単な手続、また、優しい窓口

ということについては、しっかりと受け止

めながら、具体的な方向性が見えてきたと

きにはしっかりと取り組んでいきたいと考

えてございますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 次に、自治体ＤＸ

（デジタルトランスフォーメーション）の

推進計画について再質問させていただきま

す。 

 答弁に、「『いつも通り』を『もっと便

利』に～窓口でも電子申請でも自分が選べ

るサービスへ～」をテーマに、人に優しい

デジタル化に取り組んでいきますとありま

した。現状でどのようなものが電子申請で

きるのか、また、今後行おうとしている 

２６の行政手続を電子申請で行えるのかを

お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問のありました現状の行政手続について、

どのようなものが電子申請で行えるかであ

りますが、現在行えるものにつきまして

は、３月１５日まで行っていますが、確定

申告のｅ－Ｔａｘ、また、不動産登記な

ど、国が中心となって行っているものがご

ざいます。 

 また、本年２月からは、マイナンバーカ

ードを利用した転出届、また、転入や転居

の来庁予約がスタートしたと聞いておりま

す。 

 ただ、一部、システムがまだうまくいっ

ていないと伺っております。 

 現在、答弁にもありました児童手当の認

定請求等の手続が１５の事業、要介護・要

支援の認定など介護についての行政手続が

１１の計２６の行政手続につきましては、

既に令和４年度から現在の美幌町ＤＸ推進

計画に基づいて町としても取り組んでおり

まして、令和５年度の運用開始に向けてス

タートを切れる予定でございます。今、令

和５年４月１日を目指して取り組んでいる

ところでございますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 美幌町ＤＸ（デジ

タルトランスフォーメーション）推進計画

の中に、行政機能の強化という欄がありま

した。この中に、どこからでもつながるシ

ンプルな役場を目指します、業務の見直し

を行い、オンライン化、行政業務の効率化

を図り、町民の手続や申請のための来庁機

会の削減を行います、効率化で生まれた人

的資源の行政サービスのさらなる向上につ

なげますとあります。 

 この部分も含めて、書かない窓口のほか

にも、今は行かない窓口の検討も政府では

進めようとしております。 

 美幌町として、今後、ＤＸの飛躍的な向

上は進んでいくと思われますが、いずれに

せよ、基本はマイナンバーカードの普及に

あると思いますけれども、今回のマイナン

バーカードの普及について、今年２月まで

の申請率、また交付率が分かれば、お教え

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 ３月３日のものですから手作業で拾って

きた数字になりますが、申請につきまして

は１万４,０５５人、交付につきましては 

１万１,７０５人ということで、申請率は 

７５.７％、交付率は６３.１％でございま
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す。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） やはり２万円分の

付与というのが大きいと思っていますけれ

ども、マイナンバーカードを申請されてい

る方が７５％ぐらいという答弁でしたが、

２５％ぐらいの方がまだ申請されていない

ということです。面倒くさいからやらない

とか、忘れているとか、１００％には多分

ならないと思いますけれども、今後、申請

されていない方への通知の考え方について

お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 マイナンバーカードの交付申請につきま

しては、国で一昨年ぐらいから何度か、カ

ードをつくっていない方に御案内を差し上

げております。今後も、ここで一回整理し

た後、国の取組を見つめつつ、町としてで

きることを研究、検討してまいりたいと考

えておりますので、御理解のほどをよろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） マイナンバーカー

ドは、やはり申請の仕方が分かりづらくて

庁舎にいっぱい来たと思うのです。その申

請方法は、本当にスマホで簡単にできるの

ですけれども、今後、その申請方法を広報

とかホームページに掲載する予定がないの

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） マイナ

ンバーカードを申請するときに、これまで

は、お送りする地方公共団体情報システム

機構（Ｊ－ＬＩＳ）のところに番号が入っ

ていて、それを打ち込んでスマホで申請す

るのです。ですから、町でも案内をすると

したら、Ｊ－ＬＩＳからカードを持ってい

ない方にお送りするようなタイミングに合

わせて、こういうやり方ですよという案内

ができるのであれば、考えていきたいと思

っておりますが、時期についてははっきり

しておりませんので、その辺については御

容赦願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 今、マイナンバー

カードの普及が進んでおりますが、行政手

続がかなり拡充されております。コマーシ

ャルでもコンビニでの住民票の配付等が言

われております。美幌町ではコンビニの住

民票配付がまだ進んでいないと思いますけ

れども、この考え方についてお伺いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 現在、北海道１７９市町村の中でコンビ

ニ交付を実施しているのが２６ございま

す。まだまだコンビニ交付が進んでおりま

せんので、北海道からコンビニ交付につい

て検討してくださいという連絡がございま

して、町としても、制度の研究や費用の積

算などいろいろ行った上で検討してまいり

たいと考えております。 

 御理解のほどをよろしくお願いしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 繰り返しになって

しまうのですけれども、今後、マイナンバ

ーカードの普及に応じて出てくる課題とし

て、デジタル社会になったときに取り残さ

れる方といいますか、スマホの使い方やオ

ンラインでの行政手続などを使えない方の

問題が、今後、取り上げられると思いま

す。 

 町長の行政報告の中にも一人も取り残さ

ないという部分がありますが、デジタル社

会に不慣れな人に対する支援体制をこれま
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で以上に強化しなければならないというこ

とが課題になろうかと思います。 

 これは今すぐの答弁にはならないと思い

ますけれども、今後、外部委託も含めて、

研修会とか講習会の開催が必要になってく

ると思います。今後、遠い将来なのか、近

い将来なのか分かりませんが、そういうこ

とが必要になってくると思うのですけれど

も、そのような計画のお考えがないのか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問のありましたスマホの使い方、また、今

後大事になってきますオンライン行政手続

についてですが、議員の御指摘のとおり、

使い方が分からない、使いこなせないとい

うことであれば、活用できないことになり

ますので、デジタル化が進んだとは言えな

い状況であります。 

 こうした不慣れな方への対応というの

は、本町だけの課題ではございませんで、

総務省では、この課題に対して「誰一人取

り残さない、人に優しいデジタル化」を推

進しておりまして、既に全国展開してござ

います。 

 一つの例としては、携帯大手４社を中心

として、現在、スマホ教室を無料で実施し

ております。本町にも１か所ございます

が、携帯ショップのプロの店員が、それぞ

れの町民の方の技術レベルに応じて、例え

ば、スマホを触ってみようから具体的な行

政手続のオンラインの仕方まで、また、出

張しながら無料で相談を受けてございま

す。 

 これは、国の施策として携帯ショップを

通じて行っておりまして、もちろん別の会

社の機種であっても、例えば、ドコモの機

種でもａｕやソフトバンクの方が対応して

おります。 

 国としても、そのような部分は大事だと

いうことで取り組んでおりますので、現

在、町として外部委託については考えてい

ない状況でございます。 

 ただ、デジタル化の推進にとっては、町

側が一生懸命進めても、使う方が使われな

いと何の意味もありませんので、町独自に

行えることがあれば検討していきたいと考

えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 民間委託されてい

るということは承知しているのですけれど

も、町民としては、買った機種のところに

しか行けないという思いがあるでしょうか

ら、ほかの機種の方でもいいですよという

広報活動も今後は大事になってくると思い

ます。 

 その背中を押してあげるのはやはり行政

側かと思うのですけれども、今後、その辺

を広報などで周知していただければと思い

ます。 

 今回の自治体ＤＸは、５年計画のうちの

まだ１年目なので、これからまだまだ進ん

でいくと思いますけれども、本当に町民一

人一人が便利で豊かになるような今後の政

策を望んで、次の質問に移りたいと思いま

す。 

 次に、避難所運営について再質問をさせ

ていただきたいと思います。 

 今回の質問の趣旨は、避難所運営という

ことで、答弁にもありましたけれども、職

員の到着を基本にしていると思うのです

が、職員の到着を待たないで避難所開設を

しましょうという目的です。 

 避難所（運営）キットの質問をさせてい

ただいておりますけれども、災害の少ない

美幌町と言いながらも、最近、根室での地

震もあり、美幌町は幸いにも震度３で大き

な被害もなく終わりましたが、昨年１２月

の紋別市を中心にした鉄塔の倒壊というの

は、美幌町でもあり得る災害だと認識して

おります。 

 答弁では、職員の到着が遅れる際には地
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域に対して協力を求める場合もあると考え

ており、新たに地域住民による避難所開設

訓練を検討するとありましたが、今まで避

難所訓練は比較的暖かい時期に行っており

ます。今後は、冬場の避難所開設も大事に

なろうかと思いますが、地域住民が協力し

合い避難所運営をしていただく訓練の検討

について、また、例えば１泊していただく

などの検討についてお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 冬場の避

難所開設訓練についての質問ですけれど

も、厳冬期の訓練は大変重要だと考えてお

ります。今年度は厳冬期に向けた訓練は企

画できなかったのですけれども、今回の紋

別地域の停電などを考えながら、次年度に

ついては厳冬期訓練を開催できるよう、企

画等を考えていきたいと思っております。 

 また、仮に職員の到着が遅れるとなかな

か開設できない状況についての訓練ですけ

れども、詳細はまだ具体的に決まっており

ませんが、今まで様々な防災訓練をしてい

る中で、住民と一緒に協力してできた訓練

を基に、単一自治会など協力いただける自

治会と、職員と住民が協働して設置できる

ような訓練を検討したいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 冬場の訓練につい

て前向きな答弁がありましたので、本当に

心強く思っております。 

 やはり、冬場の訓練からも避難所運営と

いうものが見えてくると思いますので、ぜ

ひ検討をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 また、美幌町は、国道が交差する町でも

あり、吹雪で通行止めになった場合も、過

去にしゃきっとプラザを開放して避難所に

した経緯も知っております。しゃきっとプ

ラザは、庁舎の隣なので、すぐに職員が対

応に当たれると思いますけれども、鉄塔が

倒れて停電になった場合、想定される避難

所は、やはり各小中学校が拠点になると思

っております。 

 体育館を一番先に開ける方というのは、

学校の管理者で、教頭先生になろうかと思

いますけれども、例えば、小学校を避難所

として開設する場合の体育館開放からの手

順が分かれば、教えていただければと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 災害が起

きて、避難所を開設するという本部の指示

が出ましたら、主要な小中学校、コミュニ

ティセンター、臨時避難所であるしゃきっ

とプラザが先に開かれると考えています。 

 小中学校であれば、各教頭先生が施設管

理者となって鍵の開錠を行っていただける

のですが、夜間、休日等の対応であれば、

そこに教頭先生等がいらっしゃらない場合

もあります。その際は、教育委員会の職員

が鍵を持って会場に向かうということで、

職員に対しても訓練を行っている状況です

ので、そのような対応をしてまいりたいと

考えております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 夜間とか休日で教

頭先生がいない場合は教育委員会の方が来

られるということですけれども、吹雪など

でなければそれでもいいと思うのです。雨

ぐらいなら職員が車で到着できると思うの

ですけれども、吹雪で道が塞がっているよ

うな場合は、開けられないと思います。多

分、そんなときは教頭先生も家から出られ

ないと思うのですけれども、そのようなこ

とも含めて、やはり手順書というものが今

後は大事になると思っております。 

 その辺を今回は、開設キットということ

で質問させていただいております。 

 答弁の中で、開設キットがあるというこ

とは分かったのですが、それが誰でも分か
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るような手続をしていかなければいけない

と思っております。 

 例えば、体育館の入り口に、こういう手

順で、物はどこにありますという貼り出し

とか、最初に開ける方は教頭先生なので、

教頭先生にマニュアルのここにありますと

いう手続は今後考えないのか、お願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 私からも答弁

させていただきたいのですけれども、御指

摘の暴風雪、いわゆる悪天候があらかじめ

予想される場合は、これまでも気象台から

情報をいただいて事前に対応を取っており

ます。 

 ですから、天候に左右される災害につい

ては、事前の準備ができておりますので、

避難所の開設が滞る事態はないと認識して

おります。 

 ただ、例えば、地震や、今回の紋別のよ

うな一斉の停電が急に発生した場合は、そ

れぞれ大規模災害あるいは広域的な災害で

すので、１０ぐらいの指定避難所を一斉に

開設しなければならない事態もあると思い

ます。 

 そのような場合は、職員のマンパワーが

不足する状況も当然考えられますので、地

域の皆さんにも避難所の開設をお手伝いい

ただければありがたいと考えてございま

す。 

 ついては、答弁書に記載させていただい

ておりますが、地域の皆さんにお手伝いを

いただく場合も、避難所の資機材を組み立

てるのもあらかじめやっておかなければな

かなか容易にできませんので、そのような

訓練を検討したいと考えてございます。 

 もう１点、避難所の開設に当たっては、

避難所の安全確認がまずは最優先されま

す。 

 建物、施設に危険な箇所がないのか、ラ

イフラインがしっかり確保されているの

か、そのようなところを事前に確認した上

で避難所を開設しなければならないという

ことになりますので、できる限り職員がし

っかり責任を持って対応するということが

大前提になろうと思っております。 

 もう１点、避難所に避難される方は、皆

さん、心に余裕がなく、不安も抱いていら

っしゃいますので、場合によってはいろい

ろなトラブルが発生することも懸念されま

す。 

 ですから、全ての方が避難して、安心し

て避難所を利用していただくためには、地

域の皆さんの協力も必要ですが、まずは職

員がしっかり意識を持って避難所の開設、

運営に携わっていくというところが大切に

なると考えてございますので、引き続き、

災害時の対応については、しっかり訓練を

重ねて万全を尽くしてまいりたいと考えて

ございます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 基本的な話は、

今、総務部長にまとめていただいたのです

けれども、今回御質問をいただいた本当の

趣旨は、今まで避難する側、町民と運営す

る町職員という関係が、常にそればかりで

はないときもあるということから、今回の

避難所開設キットが推奨されたということ

だと思うのです。 

 私は、都市の規模によって物が違うとい

うか、釧路町の取組が非常に参考になると

思っているのです。ですから、避難所開

設、運営でもいいですが、キットというか

らどうも勘違いするのですけれども、今、

藤原議員がおっしゃった手順書収納ボック

スを置くということだと思うのです。職員

が行けないとしても、そのような手順書が

あればいいのだと思います。マニュアルは

あるのですけれども、それはある程度訓練

をしないと、マニュアルに基づいてできな

いときに、そんなに難しい話ではなくて、

まずはこれとこれとこれをきちんとボック

スに入れてやったらどうでしょうかという

提案だと思うのです。 
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 これは、職員が開設するにあっても、町

民に関わってもらうにしても、きちんと整

備する必要があると思いますので、これは

進めていきたいと思っております。 

 今回、私どもの計画の中で、美幌町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略をつくって

いるのですけれども、自主防災組織の結成

率を一つの目標に挙げているのです。平成

３０年度の６４.５％が令和６年度、言うな

らばこの２期の計画がある８６.８％という

ことは、私も自治会をやっていて自主防災

組織を組織化したのです。ですから、ふだ

んはいいのですが、突発的に大地震が来た

ときは皆さんが被災するわけですから、役

場職員がいつ来られるか分からないときに

きちんと対応できるようにということで、

それはやってもらわなければいけません。 

 そのために、まずは職員がしっかりやる

ということで努力もしていますし、答弁書

に書きましたけれども、新たな試みで地域

に関わってもらう、組織をつくってもそれ

がどう動くかというのは困るので、そのよ

うなことをしっかりやっていく形で、その

前段で職員でも地域の方でも分かるように

するということですね。 

 例えば、釧路で考えたら、本部の立ち上

げとか施設の安全管理をどうするかという

ことが全部で８冊ぐらいの冊子になってい

て、それも、まずは深呼吸して気持ちを落

ち着きましょう、そして、このボックスを

開けたらこれをやりましょうということが

大事かと思っています。 

 今回、質問をいただいた中で、町として

も、特に釧路町を見たときに非常に参考に

なるところですので、しっかり進めていき

たいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 町長からすばらし

い答弁をいただいたので、今回の質問の最

後にさせていただきますけれども、昨年の

紋別の鉄塔の倒壊での大規模停電とか、最

近の地震の災害が本当に身近なものになっ

ております。行政側ではなく、町民も本当

に防災意識を高めなければならない時期に

なろうかと思っております。各家庭にお願

いすること、また、備蓄品も含め、今後、

定期的に防災に関しての広報周知も考えて

いかなければいけない時期なのかなと思っ

ております。防災訓練のときだけ防災をし

ましょうと広報に載せるだけではなくて、

定期的に２か月に１回とか３か月に１回、

こんなものを備蓄しましょうとか、こんな

ことに取り組みましょうという趣旨も今後

は大事になってくると思うのです。その辺

のお考えについてお伺いして、私の質問を

終わりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 総合的には、一言

で言えば、日頃から準備と訓練をしっかり

やるということしかないと思っておりま

す。職員は町民を守るためにしっかりやら

なければいけないし、町民も役場の職員た

ちに委ねるだけではなくて自分たちも一緒

に関わってもらうと。繰り返しますが、今

後、ふだんからの準備と訓練を町民の皆さ

んとしていきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） すみません。最後

に、今後、広報に載せる計画がないかどう

かだけお願いします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議員から御指

摘があったとおり、これまでは、年に一度

ぐらいの訓練の実施に当たっての周知とい

う手法を取ってまいりましたが、これから

は、町長が答弁したとおり、訓練はもとよ

り、しっかりとした備えを日頃からやって

ほしいということを常日頃からお知らせす

べきだと考えておりますので、どういう手

法がいいかを考えてみて、町の広報やホー

ムページ等を通じて、広く協力、理解を求
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めてまいりたいと考えてございます。 

○議長（大原 昇君） これで、２番藤原

公一さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１２時５０分といたします。 

午前１１時４３分 休憩 

─────────────────── 

午後 ０時５０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 私は、

さきに通告しています３点について一般質

問を行いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 最初に、美幌町の少子化対策について、

３項目質問いたします。 

 令和２年１０月１日を調査基準日として

実施されました国勢調査の結果によります

と、美幌町の人口は１万８,６９７人、世帯

数は８,３０９世帯となっております。 

 前回の平成２７年国勢調査結果と比較し

ますと人口は１,５９９人、７.９％の減

少、世帯数も３１７世帯、３.７％の減少と

なっております。 

 また、令和４年の美幌町の出生数は６９

人で、近年で最少だった令和２年の７４人

をさらに下回っております。 

 加えて、平成２７年９月に策定された美

幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略の美

幌町人口ビジョンにおける令和２２年の人

口推計値では１万２,０００人程度まで減少

すると推定されています。 

 人口減少は、労働力の減少や消費市場の

縮小など地域経済に大きな影響を与え、地

域社会基盤の維持が困難となる要因をつく

り出します。 

 そのため、美幌町の住みよさや魅力を次

世代に向けて高め、人口減少や少子高齢化

が急速に進む社会情勢においても高い持続

性・自立性を確保していくまちづくりが必

要と考えますが、次の項目について町長の

考え方をお伺いします。 

 （１）これまでの取組及び今後の対策に

ついて。 

 少子化対策のこれまでの具体的な取組経

過及び今後の事業展開についてお伺いしま

す。 

 （２）高校生以下の医療費の完全無償化

について。 

 高校生以下の医療費を完全無償化してい

る道内市町村は７０以上になっておりま

す。高校生以下の医療費を完全無償化する

ことによって、子育て支援策が拡充され、

人口減少歯止めの対策の一つにもなると考

えますが、実施について町長の考え方をお

伺いします。 

 （３）０歳から２歳児の保育料の完全無

償化について。 

 現在、３歳以上の保育料は、国等の補助

で無償化になっていますが、０歳から２歳

児の保育料は無償化になっておりません。 

 少子化対策の観点から無償化にすべきと

考えますが、町長の考え方をお伺いしま

す。 

 ２点目は、農業振興対策についてです。 

 酪農家への支援についてでありますが、

ウクライナ情勢などによる飼料等の輸入原

料価格の高騰やコロナ禍での牛乳消費減退

に伴う生産抑制などにより、酪農経営は大

変厳しい状況にあります。 

 このようなことから、生産基盤を守るた

め、国、北海道、関係機関では、経済的支

援や牛乳をはじめとした乳製品の消費拡大

など様々な対策を講じております。 

 美幌町においても、令和４年第１０回美

幌町議会臨時会及び第１１回美幌町議会定

例会において補正予算を計上し、町独自支

援として飼料及び肥料に対する経済的支援

のほか、峠の湯びほろにおける牛乳無料提

供など、消費拡大にも努めているところで

す。 
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 しかしながら、長期化する生産資材の高

騰、個体販売価格の下落など、依然として

酪農経営は厳しい状況が続いております。 

 将来にわたって持続的な酪農が営めるよ

う、今後も関係機関と連携しながら必要な

支援を行うべきと考えますが、町長の考え

方をお伺いします。 

 ３点目は、子育て支援の充実についてで

す。 

 町立保育園の整備についてであります

が、美幌保育園は築後３２年、東陽保育園

は築後４１年が経過し、それぞれの施設の

老朽化が進んでいる状況にあることから、

平成２９年３月策定の美幌町公共施設等総

合管理計画において、美幌・東陽保育園は

近い将来、二つを一つに合築し０歳児保育

を含め運営していくことを経営母体も含め

て検討していきますと計画されており、令

和元年第３回美幌町議会定例会において、

早期に実現すべきと一般質問しました。 

 早い時期に整備構想を策定したいとの答

弁でありましたが、これまでの進捗状況と

今後の整備計画について、町長の考え方を

お伺いします。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 馬場議員

の御質問に答弁いたします。 

 初めに、美幌町の少子化対策についてで

すが、１点目のこれまでの取組及び今後の

対策につきましては、経済の縮小、社会保

障の負担増など様々な影響を及ぼすものと

認識しております。 

 特に、次代を担う子供たちの減少は、社

会の基礎的単位である家族の形態も大きく

変化することとなり、地域の活動にもマイ

ナス面が多くなると考えられます。 

 少子化の一因として、妊娠、出産に係る

経済的、精神的な不安が挙げられており、

結婚、妊娠、出産を望んでいる方、誰もが

安心して妊娠期間を過ごし、出産すること

ができるようなシステムづくりが必要であ

ります。 

 本町におきましては、昨年度より結婚新

生活支援事業を創設し、新婚世帯の住宅費

用及び引っ越し費用の一部助成により、婚

姻に伴う経済的負担の軽減を図っているほ

か、子育て支援センターによる一時預かり

やリフレッシュ事業、子育てに係る総合相

談窓口となるはぐのんのによる支援等を行

ってきております。 

 今後におきましても、住民ニーズをしっ

かりと把握し、子育て環境の充実に努めて

まいりたいと考えております。 

 ２点目の高校生以下の医療費の完全無償

化についてでありますが、北海道内でも多

くの自治体が高校生以下の医療費の無償化

について実施していることは認識しており

ます。 

 医療費助成は、子育て支援、少子化対策

として考えた場合に有効な手法の一つと考

えておりますが、他にも、妊娠、出産、産

後ケア、保育、育児、教育といった包括的

な体制や支援が必要と考えております。 

 ３点目の０歳から２歳児の保育料の完全

無償化についてでありますが、保育料を無

償化することにより子育て支援のさらなる

充実が図られ、子育て世帯の負担軽減を図

るためには、有効な施策であることは認識

しております。 

 しかしながら、本町の限られた財源の中

で０歳から２歳児の保育料の完全無償化を

実施することは、多額の財政負担を伴うた

め、現段階では慎重な判断が必要だと考え

ております。 

 国においても少子化対策に重点を置く見

込みであることから、今後も国の動向を注

視しながら、本町の少子化対策を効果的か

つニーズに沿ったものとし、総合的にしっ

かりと支援してまいりたいと考えておりま

すので、御理解のほどをよろしくお願いい

たします。 

 次に、農業振興対策について、酪農家へ

の支援についてですが、ウクライナ情勢の
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影響や世界的な穀物需要の増加、エネルギ

ー価格の上昇などによる飼料価格等の高

騰、さらには、長引くコロナ禍での生乳の

需要低迷により、酪農の経営環境は悪化し

ております。 

 本町では、飼料価格等の高騰による畜産

経営に与える影響を緩和するため、国、北

海道の対策とは別に、酪農・畜産経営安定

対策支援金給付事業として、３３戸の生産

者を対象に１頭当たり７,２００円、合計で

１,９６４万８,０００円の支出を令和４年

１２月に実施しております。 

 牛乳の消費拡大対策につきましては、中

学生以下の子供たちを対象とした牛乳券の

配布や峠の湯びほろでの牛乳の無料提供を

令和４年３月と１２月に行い、今月の町広

報において、牛乳消費拡大に向けた特集記

事を掲載したところです。 

 また、継続して実施している乳用種性判

別凍結精液助成などの乳質向上や乳量の増

加に向けた取組につきましては、生産者や

関係機関の御意見を伺いながら、引き続き

支援してまいりたいと考えております。 

 酪農経営を含め、農業経営を圧迫してい

る肥料、飼料などの生産資材の価格高騰

は、世界情勢の影響を大きく受けているこ

とから、オホーツク地域の自治体や農業団

体等と連携し、国や道に対して財政的な支

援を要望するとともに、今後も本町の農業

が持続的に発展していけるよう、状況に応

じた必要な支援を検討してまいりますの

で、御理解をお願いいたします。 

 次に、子育て支援の充実について、町立

保育園の整備についてですが、今後の人口

推計の数値を用い、未就学児童数の推移を

検証する中で、今後どのような形態で施設

整備をできるかの手法、財政面や運用面で

のメリット、デメリットなど、現状の課題

を整理し、前回の御質問から現在まで庁内

で議論を重ね、今後の施設の在り方と方向

性を検討し、素案をまとめたところであり

ます。 

 しかしながら、近年の出生率低下の状況

を受け、今後の公立保育園の役割を含め、

施設整備の在り方について検討し直す必要

が生じてきたところであります。 

 この素案については、町内の児童福祉に

関わる関係者で組織する美幌町次世代育成

支援推進協議会の中で内容について説明を

行い、児童福祉施設の在り方に関する議論

を始める予定であります。 

 利用者からのニーズ把握、民間施設の受

入れ状況、施設の運営主体についても検討

していく必要があることから、町としまし

ては、民間施設とも協議しながら、より具

体的な方針を固め、今後の保育施設の在り

方を示してまいりたいと考えておりますの

で、御理解のほどをよろしくお願いいたし

ます。 

 以上、答弁いたしました。よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） それでは、順

次、再質問をさせていただきます。 

 最初に、１点目の少子化対策のこれまで

の取組及び今後の対策についてであります

が、先ほど私が質問しましたけれども、国

勢調査の結果、あるいは、令和４年度の出

生数が６９人と近年で最少だったというこ

と、それから、今後、人口推計で令和２２

年には１万２,０００人になるという人口減

少の状況について、町長はどのように受け

止めていらっしゃるのか、その見解、考え

方についてお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、国勢調査の平

成２７年と令和２年の比較の話をしていた

だいて、令和２年が１万８,６９７人という

ことであります。推計値でいけば、黙って

いたら１万２,０００人に落ちていくという

ことではあるのですけれども、計画におい

てそれを１万４,５００人に目標として上げ

ようとしております。 
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 正直に言いますと、この計画に基づいて

今の状況を見ますと、どちらかというと計

画よりも人口推計値に近い傾斜値ではない

かと私は思っております。 

 その意味では、計画を何とか上げられな

いというのは、町長としての施策というこ

とを考えますと、力不足であると認識して

おります。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 令和２２年の人

口の推計値１万２,０００人を１万４,５００人 

に底上げしようということについては、町

長も危機感を持って取り組まれるというこ

とでありますので、理解いたしました。 

 そこで、午前中も少子化対策、人口減少

に伴って古舘議員からいろいろな御指摘、

御質問があったかと思います。 

 そのような中で、これから美幌町にとっ

て少子化対策、人口減少についてしっかり

やらなければならないという意味で、私も

今回は２点ほど提案させていただいており

ますので、基本的な町長の考え方をお伺い

したいと思います。 

 今後においても住民ニーズをしっかり把

握し、子育て環境の充実に努めてまいりた

いとのことですが、今後の少子化対策につ

いて町長は具体的にどのように考えている

のか。先ほどの古舘議員の人口減少の対策

で、町長は、子育て、教育、医療の取組を

しておりという中で、具体的には第３子以

降の世帯の学校給食費の無償化に取り組ん

でいるというお話もされておりました。今

後についても、移住相談の拠点施設、ある

いは美幌の滞在型ワーケーション、大学の

連携等という取組も進めていると説明があ

ったところですが、具体的に国において

は、新聞報道によると、児童手当の経済的

な支援の強化、あるいは学童保育や病児保

育、産後ケアの支援などの充実、仕事と育

児の両立支援を含む働き方改革といったテ

ーマで協議することになっております。 

 古舘議員も質問し、先ほど町長も話され

ていましたけれども、現在、町長が考える

少子化対策を具体的にどのように進めてい

きたいのか、その考え方についてお伺いし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今まで行ってきた

ことに少し触れさせていただければ、先ほ

どの質問に対してもお話しさせていただき

ましたけれども、子育て支援ということで

あれば、３歳児から５歳児までの幼稚園・

保育園における給食費の無償化や、多子世

帯に対する無償化もしております。 

 また、外で注目されることはないのです

けれども、いい制度として、特定不妊治療

助成もほかのまちに先駆けてやって、平成

３０年度から令和３年度まで、１６人の方

が子供が欲しいということで届を出してい

ただいて、令和４年度で３人になっていま

す。それから、美幌に産婦人科がないた

め、妊婦エントリーネットも平成１９年か

ら始めて、今まで１,２１７人に使っていた

だいております。 

 そのような意味では、今までやってきた

ことについてはしっかり継続したいと思う

のです。 

 これからはという話になれば、今、いろ

いろ言われている中で、医療費の問題、保

育料の問題、給食費の問題については、き

ちんと関わらなければならないという思い

です。これから先の部分は、どうしても次

期のことでありますので、今の立場として

はきちんとやる必要があるという認識でい

ることをお伝えしたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今までやってき

た町長の少子化対策、子育て支援対策につ

いては、今の学校保育の給食費の無償化あ

るいは不妊治療を含めて理解したところで

す。 

 今後の少子化対策について、今、３点ほ
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ど医療費あるいは保育料、給食費の問題等

があったということで、私もこの３点につ

いては理解するところです。 

 そのような答弁をいただきましたので、

次に移らせていただきます。 

 ２点目、３点目については、私の一つの

提案として受けとめていただきたいと思い

ます。 

 少子化対策あるいは子育て支援対策の中

で、２点目の高校生以下の医療費の完全無

償化についてですけれども、具体的な新聞

報道によりますと、函館市が、令和５年４

月１日から所得制限を設けず無償化するこ

とになっています。函館市は、人口減少が

深刻で子育て支援策の拡充により、歯止め

をかけたい思いであるとのことです。 

 答弁で、医療費助成は子育て支援、少子

化対策と考えた場合に有効な手法の一つと

考えているとのことですが、高校生以下の

医療費を完全無償化した場合、現行よりど

のぐらい町の負担増なのか、現時点で分か

る範囲内でご説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） ご答弁い

たします。 

 現在、子ども医療費につきましては、中

学校３年生まで助成を行っております。中

学校３年生から、１８歳の高校３年生まで

拡大した場合の自己負担額、助成額の負担

分の増額について、実際に医療費の実績な

どのデータがないので、厚生労働省が公表

しております全国の高校生相当の平均医療

費から参考に試算したところ、平均医療費

が約１,０００万円という金額が出ておりま

す。したがって、高校３年生まで３歳拡大

した分については、１,０００万円増えると

いうことになります。 

 それから、子ども医療費と同様に、現在

もひとり親家庭等の医療費助成、重度心身

障害者医療の助成についても、０.５割分の

自己負担がございますので、無償化するこ

とによって約１５万円という試算をしてお

ります。 

 また、現在、子ども医療費を中学校３年

生まで助成しておりますけれども、こちら

の０.５割分の自己負担を無償化した場合は

約５００万円となりますので、それぞれの

金額を足しますと、概算で１,５００万円ぐ

らいが増額という試算を行っております。

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今のご説明で、

全部を合わせると、ひとり親、重度を含め

て、推測で１,５００万円ということについ

ては理解しました。 

 少子高齢化になって、多くの議員が質問

されている中で、年々負担が減ってきてい

るということです。例えば、高校生まで拡

大した場合については、子供がどんどん減

ってきているのではないのかという思いが

します。 

 そこで、今までの繰り返しになります

が、何人かの議員が一般質問しておりま

す。そして、私も今回質問するに当たっ

て、何人かの町民から要望をされたことも

あります。 

 町長、高校生以下の医療費の完全無償化

について、町の財政負担等も伴いますけれ

ども、私は人口減少の歯止めにもなると思

います。先ほどの答弁で、大きく３点ほど

医療費、保育料、給食費の問題については

今後の検討であると言いましたけれども、

いま一度、町長の高校生以下の医療費の完

全無償化について、考え方をお伺いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今の時点で言える

ことは、今言っていただいた３点について

しっかり前向きに考えたいという思いです

ので、次になられる方が最終判断をすると

いうことで、お答えとしてはここで控えさ

せていただきたいと思います。 
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○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長の答弁は重

く受け止めたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

 それでは、３点目の０歳から２歳児の保

育料完全無償化についてですけれども、こ

れも私の一つの提案でございます。 

 ０歳から２歳児の保育料の完全無償化を

実施することは、多額の財政負担を伴うた

め、現段階では慎重な判断が必要であると

のことですが、０歳から２歳児の保育の完

全無償化をした場合、どのくらいの町の負

担増になるのか、対象人数を含めて説明を

お願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） ご答弁い

たします。 

 保育料の算定につきましては、施行規則

で基準表を定めまして、それぞれ保育料を

算定しているところでございます。 

 実際には、令和元年の１０月から３歳か

ら５歳までの幼稚園、美幌町で言いますと

公立保育園、民間の認定こども園２園にな

りますけれども、そちらの３歳から５歳ま

での保育料が無償化となっております。 

 さらに、０歳から２歳児までの保育料で

すけれども、住民税の非課税世帯について

は無償化となっております。 

 現在、０歳から２歳児で実際に無償化に

なっていないところを整理したものがござ

います。金額でいきますと、公立保育園２

園、民間こども園２園を合わせまして、

今、保育料がかかっている世帯については

１,１００万円程度であります。 

 それから、０歳児保育を行っている認可

外保育所についても、０歳から２歳児まで

の利用者には町保育料との差額を補助して

おりまして、こちらが約１,０３３万円で、

合計２,１３９万円という数字が出ておりま

す。 

 また、対象者数につきましては、現在無

償化になっていない園児の数につきまして

は、合計６４名となっております。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 公立、民間、認

可外も入れて約２,１００万円ということ

で、大変な財政負担が伴うことについては

理解しました。 

 一例を申し上げます。 

 東京都における少子化対策として、都内

に住む全世帯を対象に令和５年１０月か

ら、０歳から２歳児の第２子の保育料を完

全無償化することが報道されました。小池

知事は、少子化対策について、本来、国家

的事業だが、一刻の猶予もない、東京都か

ら少子化を止めるという決意の下、大胆な

政策を実行していくと報道されておりま

す。 

 例えば、美幌町において０歳から２歳児

までの第２子の保育料を完全無償化した場

合、これに伴う対象人数及び町の負担金額

はどのくらいなのかをお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） ご答弁を

申し上げます。 

 実際に０歳から２歳児までの保育料につ

きましては、先ほどご説明したとおり、無

償化になっていなくて、実際に有料化にな

っているところでございます。 

 ただ、多子軽減と言いまして、第２子の

分につきましては半額という規定がござい

ますので、実際に第２子で現在保育料がか

かっている園児数は１７名でありまして、

金額は２９４万円となっております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今のご説明で、

１７名で２９４万円については理解したと

ころです。 

 そこで、町長に伺います。国においても
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少子化対策の重点を置く見込みであること

から、今後も国の動向を注視しながら、本

町の少子化対策を効果的かつニーズに合っ

たものとし、総合的にしっかり支援してま

いりたいということです。 

 そこで、今、私が東京都の例を出して言

いました。０歳から２歳児の第２子の保育

料について、町長から３点ほどありました

けれども、当面、第２子の保育料を完全無

償化する考えについて、町長の考え方をお

伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今の時点でお話し

できることとして、大きく３点についてし

っかり考えていきたいというお話をさせて

いただきました。国においても、御存じの

とおり、児童手当の充実とか、特に保育サ

ービスの充実の中で保育料無償化の適用拡

大ということも考えているようです。 

 そういう意味では、国の動きもしっかり

見てという答弁をさせていただきました。 

 それから、東京都もそうですけれども、

この頃は無償化をしていて、大きいところ

でやっているというのは、自主財源がある

というところがポイントだと思うのです。

私どもの町も自主財源というか、ふるさと

寄附金が相当ありますが、その充当先とし

て医療費の無償化とか給食費を無償化して

いるというところは近隣でもあるのですけ

れども、私どもは自主財源をどうするか。 

 皆さんに財政負担ということで、ただ、

１回始めたら途中でやめるわけにいかない

ので、それでも皆さんがそっちを優先する

ということであれば、そういう施策をしっ

かりやる必要があると思いますけれども、

今の段階では、もしそういう立場になった

としたら、先ほど言いました３点について

しっかりやっていきたいと思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 国の動向も注視

しながらということも一つあるかと思いま

す。 

 それから、今、町長が話された財源の問

題は非常に大きいですけれども、国の動向

を注視しながら状況を待っていたのでは、

先ほど冒頭に申し上げましたが、美幌町の

少子化対策、あるいは子育て支援策が遅れ

てしまうのではないかということもありま

す。 

 町長の答弁にありましたけれども、ぜ

ひ、そういう情報も入れながら町民ニーズ

をしっかり捉えて、財政負担も伴います

が、今後取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 １点目の質問についてはこれで終わりま

す。 

 ２点目の酪農家の支援についてです。 

 ２月２５日の北海道新聞の報道によりま

すと、酪農家の戸数は、令和４年１２月時

点で、全国では６.５％、北海道においては

４％減少しているということであります。 

 これは、ウクライナ危機や円安に伴う飼

料の高騰などで減少幅が拡大しているとの

ことです。酪農家にとっては本当に厳しい

状況が続いているということを認識したと

ころです。 

 そこで、私は、ある酪農家にお話を伺い

ました。 

 現在もなお、飼料、肥料のほか、資材関

係の価格全てが上がっている状況で、以前

と比べて３分の１も収益が減り、今後も続

くのであればもっと大変な状況になるとい

うことを話されていました。 

 答弁で、今後も本町の農業が持続的に発

展していけるよう、状況に応じた必要な支

援を検討してまいりますとのことですが、

必要な支援の実施時期及び具体的な支援に

ついて、現段階における町長の考え方につ

いてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、酪農をやられ

ている方が本当に困っている中で、これは
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報道にありましたけれども、今、酪農家が

何を一番してほしいかという話をいろいろ

お聞きしたら、やはり資金借入れというこ

とですので、資金借入れの元金の中間据置

きを国に要望をしている状況です。 

 これも新聞等に出ていましたけれども、

道町村会もそういう要望をした中で、まず

は据置きをしてもらって、利息等は払わな

ければいけないのですけれども、それをや

っていかなければいけない。それで、生乳

とは別に、加工乳が来年の４月から１０円

上がるのですけれども、それでも大変だと

いう状況であります。 

 これから国の対応、要望したことがどの

ように反映されるかということも含めて、

一方では、今、電気代が問題になります。

電気代がどれだけ上がるか、これは酪農家

だけではないですが、酪農家もこれを非常

に心配している状況です。 

 ですから、いつのタイミングとは言えな

いのですけれども、その状況の中では、町

としてもしっかり応援しなければいけない

という思いはあります。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長から酪農家

の状況についていろいろ説明をいただきま

した。まさしく町長が言われるとおりだと

思います。 

 農協を含めて、農業者関係ときちんと打

合せをする中で、実施時期及び具体的な支

援について、今後対応していただきたいと

思います。 

 もう一点だけ町長に伺いたいと思いま

す。 

 令和５年２月２１日に、美幌町農民同盟

から、酪農畜産経営の安定を求める意見書

が議長に提出されています。この状況につ

いては、今、町長がお話しされたとおり、

本当に日々厳しい状況の中でそれぞれ環境

整備をしていただきたいという意見書であ

ります。 

 その中で、オホーツク地域の自治体や農

業者団体等と連携し、国や道に対して財政

的な支援を要望すると答弁されています。

ここら辺は私も分からなかったのですけれ

ども、こういうことを過去にやられている

のか、やられていないのであれば、早急に

関係者団体と連携して国や道に要望すべき

と考えますが、町長の考え方をお伺いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まずは、先ほど言

いましたが、新聞に出ていたとおり、町村

会で北海道に酪農家支援ということで要望

を上げております。 

 私の動きとして、北海道酪農振興町村長

会議というものの中に美幌町も入っており

ますので、昨年の１１月にしっかり中央要

望をしてきております。北海道選出の国会

議員や農水省に行ってしっかりお願いをし

てまいりました。今後もそういう機会があ

ると思いますので、きちんと対応していき

たいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 酪農家にとって

は大変な状況が今も続いているということ

で、要望するものはきちんと要望して支援

について適切な対策をしていただきたいと

思います。 

 この点については、これで終わりたいと

思います。 

 最後の３点目です。 

 町立保育園の整備についてですが、町長

の答弁で、今後どのような形態で施設整備

ができるかという手法、財政面や運用面で

のメリット、デメリットなど、現状の課題

を整理し、前回のご質問から現在まで町内

で議論を重ね、今後の施設の在り方と方向

性を検討し、素案をまとめたとあります。

この素案というのは、整備構想を策定した

のか、素案の具体的な内容について説明を

お願いしたいと思います。 
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○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まず、素案という

ことでお話しさせていただきますと、美幌

町保育施設等整備構想というものをまとめ

させていただきました。 

 流れをご説明させていただきますと、も

ともと令和元年の６月に馬場議員より質問

をいただいた中で、今回のご質問にあった

ように、状況を見てしっかり検討していき

たいということで、この時点では新たな保

育園を建て替えるという思いでした。その

後、担当の部署で、今言った美幌町の保育

施設等整備構想をまとめていただいたわけ

です。 

 本来であれば、それを基に、次世代育成

支援推進協議会の中でそういう内容を論じ

ていく予定ではあったのですけれども、そ

の計画をつくったときの推計値で、子供の

出生の割合がかなり落ちてしまったので

す。 

 具体的に言いますと、第２期の美幌町子

ども・子育て支援事業計画で令和２年度か

ら６年度に推計した数値と比較し、例えば

０歳児だけに注目すると、平成３１年度

は、計画９０人に対して実際に生まれた方

が１０６人で、これは多かったのです。そ

れから、令和２年度は計画１０３人に対し

て実数が７４人、令和３年度は計画１０３

人に対して８６人、令和４年度は１００人

の計画に対して６９人です。 

 当初の計画では１００人を何とか維持で

きるのではないかという考え方だったので

すが、内部で皆さんと論議した中で、あま

りにも落ち過ぎているため、建て替えるこ

とを前提にするよりも、民間の施設と町の

施設の役割分担をしっかりした中で皆さん

にお示ししないと駄目ではないかというこ

とで、皆さんからそういう意見が多く出

て、今はその修正版をつくっているところ

です。 

 そして、これから皆さんと、こういう状

況ですけれどもどうでしょうかという協議

をしたいというのが、今回の答弁の趣旨で

すので、ご理解をいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今、町長から説

明がありました。整備構想を策定したけれ

ども、出生の人数によって大幅に変わった

ので、今後、見直しについて関係機関と協

議をしていくということでありました。 

 令和元年第３回定例会で私が質問しまし

たときの町の答弁は、今後１０年以内に整

備が必要な施設であり、今後策定される財

政運営計画の中できちんと計画するという

ことでありました。今の町長の話による

と、これは町内部の協議結果ですので、今

後、関係機関と協議して最終的な結論にな

ろうかと思いますけれども、現在における

町の考え方としては、先ほど言いました美

幌町公共施設等総合管理計画を見直しする

という考え方なのか、その辺りを伺いたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 見直しをする以前

に、まずは皆さんの意見を聞いて修正をし

っかりしていただきます。ここでお伝えし

たいのは、民間に全てを委ねるという考え

ではないのです。役割分担をしっかりしな

ければいけないのです。今後、子供たちを

しっかり育てる場合においては、今、民間

の施設が二つあって、認可外の施設があっ

た中で、どこが一番弱かったり、子供の特

性を考えたときに、障がいを持っていると

いうか、おそれがあるということも含め

て、そういう人たちに特化するとか、今、

いろいろな考え方を内部で出していただい

ています。 

 それを整理した中で、将来を見据えて、

今の二つの保育園をどうするかということ

をしっかり協議して皆さんにお示しできれ

ばいいのかなと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ
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ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長、そうしま

すと、現段階において、二つを一つにして

運営自体も含めてやるということを今後検

討していく、民間の事業者等も含めて協議

しながら今後どうするかという結論なの

か、そこについて再度お伺いしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 建て替えありきと

いうことを結論として進めるのではなく

て、今の二つの施設も含めて、今後１０年

とか２０年、これから生まれてくる子供た

ちの動向を見たときに、町の役割としてど

ういう役割があるかということを考えて、

場合によっては建てないかもしれないで

す。令和元年の当時にお話をしたのは、二

つの保育園を統合して新たな保育園に建て

替えるという認識で答弁をしたのは事実で

す。ただ、今までのことを全部分析した場

合は、人数的には、今の保育園の中で数が

全部充足できるという数値もありますし、

言うならば全部を民間に委ねることができ

るのではないかということも考えられるの

です。 

 その中で、内部のみんなと話したときに

は、そうではなくて、本来、町としては、

民間でなかなか大変なこと、具体的には、

先ほど言ったように、何か特化したことも

全て任せるというのはいかがなものかとい

う意見があり、民間と町の役割をしっかり

と明確にして、そこで答えを出しましょう

ということです。建てるのか、その機関が

保育園ではなくて別なものになるのか、今

の施設は古くなっていますけれども、修繕

をしてというようないろいろな意見が出て

いるということだけはお話ししたいと思っ

ています。そのことをしっかり整理した中

で進めたいということです。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長、そうしま

すと、令和元年６月の第３回定例会で私が

質問し、今後１０年以内に整備が必要な施

設であり、今後策定される財政運営計画の

中できちんと作成するという答弁でありま

したが、状況の変化の中で、もう一度立ち

止まって、関係機関と打ち合わせする中で

やっていきたいというように聞こえますけ

れども、本当にそれがいいのかどうか。 

 私は、そのようなことは、利用者からの

ニーズの把握や民間事業者と協議して判断

すべきことではないかと思いますけれど

も、町長、もう一度具体的な説明をお願い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 申し訳ございませ

ん。 

 繰り返しますけれども、当時１０年間と

いう中に置いたときに、あのときから４年

ぐらいたっていますので、今の時点での流

れとすれば、当時の財政運営計画では保育

園の建て替えというのは、予算取りはぼわ

っとしておりました。今回、財政運営計画

をつくった中においては、保育園の建て替

えという予算取りはしていません。 

 それはしていないから、仮に建てること

になったときに建てないということではな

くて、そのときの計画としてまだはっきり

しないものを計画に反映するのはやめまし

ょうということを、皆さんと話して計画を

つくって、皆さんにもお示ししているわけ

です。 

 今後、スピードが要求されることなの

で、早くその答えを出した中で皆さんに示

す必要があると思います。従来の建て替え

るということは、今の段階では出生数から

いけば、一旦、立ち止まっているというこ

とでご理解ください。 

○議長（大原 昇君） 今、馬場議員が聞

いていることは、前回は建て替えると答弁

で明言しているけれども、今は予算を立て

ていないということで、その辺の経過をも

う一度はっきりと聞きたいと。なぜ外した
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のか、その真意を聞きたいという意味だと

思うのです。 

 町長。 

○町長（平野浩司君） 当時は建て替える

ということで、現在は立ち止まっている大

きな理由は、子供たちの出生数があまりに

も少なくなって、当時の建て替えの推計を

した場合の数値について、令和２年度、３

年度、４年度には１００人以上いるという

推計の中で考えていました。今回、計画、

構想をまとめた段階で、修正してもう少し

減らして推計を見たのですけれども、現実

的には、それを上回ったということです。

例えば、先ほど言いましたけれども、令和

４年度で１００人を想定していたものが 

６９人に、令和３年度であれば１０３人予

定していたのが８６人。ということは、２

０人近く数が変わってきていますので、こ

れはきちんと精査しないと、必要だからと

いうか、子供たちがいるから民間の二つで

はフォローできないし、今、町立でやって

いる分を考えた場合に、それをもう一回検

討し直すといいますか、推計値の見直しを

生まれてくる子供たちでしっかりと置き換

えて見直しをしたいということです。 

 そこで、今回、建て替えるということに

対しては少し待ちましょうということで、

このように答弁をさせていただいているわ

けであります。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） そうしますと、

１０年以内に整備が必要な施設であるとい

うことについては、一度立ち止まって、民

間利用者からのニーズや、民間業者と早急

に協議をした中でやっていって、その結

果、当初予定していた建て替えについても

あり得ると理解したいと思います。 

 私も今回質問をして初めてその状況が分

かったのです。それまでは、１０年以内に

二つの保育園が一つになると思っていまし

たし、既に準備にかかっているという思い

でありました。 

 そういうことも含めて、最後になります

けれども、利用者のニーズを再度把握し

て、民間事業者がどういう考え方を持って

いるのか、そこを協議して、保育園の整備

について、立ち止まるかもしれませんけれ

ども、早急に検討を進めるべきではないか

ということを申し上げたいと思います。 

 万が一、公共施設等総合管理計画を変更

しなければならない状態になれば、町長と

して町民にきちんと説明すべきと考えます

が、町長の考え方をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 皆様も含めて、町

民にはきちんと説明しなければいけないで

すし、その前にきちんと利用される方にも

話をきちんとお聞きしなければならないと

思っております。 

 検討する人たちは、次世代育成推進委員

がいらっしゃいますので、今の分析につい

てもきちんとお話しした中で、意見をもら

って、最終案をまとめた段階でこのように

したいと。それは急ぐことでありまして、

ゆっくりやる話ではないと理解しておりま

すので、早急に進めていきたいと思ってお

ります。 

○議長（大原 昇君） これで、１３番馬

場博美さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１４時といたします。 

午後１時５０分 休憩 

─────────────────── 

午後２時００分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ７番坂田美栄子さん。 

○７番（坂田美栄子君）〔登壇〕 今回

は、教育行政についてのみ質問をさせてい

ただきます。 

 まず一つ目は、がん教育についてです。 
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 がん教育については、がん、脳卒中、心

筋梗塞が３大疾病と呼ばれていますが、中

でもがんは死因の４分の１強を占めてお

り、人口１０万当たりの死亡率は米国の約

２倍に上がっています。 

 一方で、がん検診の受診率は先進国の中

でも最低水準となっており、健康や医療に

関する情報を入手して理解し病気の予防や

治療に役立てるヘルスリテラシーも世界最

低レベルです。知識がないことで起きる不

幸をなくすためにも、がんに対する基礎知

識を子供のうちから学んでおくべきと考

え、学習指導要領の改訂により、中学校で

は令和３年度からがん教育が必修化され、

高校では令和４年度から段階的に授業が始

まっていますが、美幌町の現状と課題につ

いてお伺いいたします。 

 二つ目は、部活動の地域移行についてで

す。 

 スポーツ庁と文化庁は、昨年６月の有識

者会議の提言を受け、学校部活動を及び新

たな地域クラブ活動の在り方等に関する総

合的なガイドラインを策定しました。この

ガイドラインは、部活動の地域移行によっ

て、複数の学校が集まって、地域の団体や

スポーツ少年団などの外部の部活動指導員

が指導することで、人数の確保や教員の負

担軽減を図ろうとするもので、令和５年度

からの３年間を改革推進期間と位置づけ、

地域の実情に応じて可能な限り早期の実現

を目指すとしています。 

 美幌町での現状と課題、今後の対策につ

いてお示し願います。 

 三つ目は、発達性協調運動障がいを持つ

子供たちへのアプローチについてです。 

 不器用な子、運動が苦手でつらい思いを

している子、実はこのような子たちは、発

達性協調運動障がい（ＤＣＤ）であること

が分かりました。 

 ＤＣＤは発達障がいの一つですが、世間

ではまだまだ理解が進んでおらず、適切な

サポート方法が浸透していないのが現実で

す。 

 ＤＣＤがある子供は、運動そのものでは

なく、体力の低さや集団生活への消極性、

自尊心の低下など、ほかの問題を抱えるケ

ースが多く見られます。 

 それゆえ、ＤＣＤの診断はなるべく早期

に行い、早くから支援を進めていくとこと

が望ましいことから、近年、ＤＣＤの早期

発見を意識し、運動機能検査の対象年齢が

従来の４歳から３歳へと早められました。 

 ＤＣＤがある子供の割合は約６％ないし

１０％で、小学校の３０人学級ならクラス

に二、三人はいる計算になりますが、美幌

町の状況と対応についてお示し願います。 

 以上の３点、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 坂田議

員のご質問にお答えいたします。 

 １点目のがん教育についてであります

が、がんは、日本人の約２人に１人がかか

り、３人に１人が死亡している疾病である

とともに、１９８１年から日本人の死因の

第１位となっております。 

 身近な疾病となっているがんですが、３

人に１人が死亡している現状において、子

供たちの健康と命の大切さについて学び、

自らの健康を適切に管理して、がんに対す

る正しい知識を持つという学校におけるが

ん教育は重要であると認識しているところ

であります。 

 お尋ねの美幌町におけるがん教育の現状

でありますが、小学校では、第６学年の体

育の授業で、単元「病気の予防」において

１時間程度の授業を行っており、中学校で

は、第２学年の保健体育の授業で単元「生

活習慣病などの予防」において１時間程度

の授業を行っております。また、高等学校

では、第１学年の保健体育の授業で単元

「生活習慣病などの予防と回復」において

３時間程度の授業を行っております。 

 課題についてでありますが、学習指導要

領に沿った事業を進めることでは問題あり



－ 105 － 

ませんが、その内容が医療的な専門知識を

必要とするため、がんに関わる多様な人材

による専門性や経験を十分に活用した指導

とその指導者の確保、また、少ない授業時

数の中でいかに効果の上がる授業を行える

かが挙げられます。 

 今後におきましても、がんは死因の第１

位であるという重要性と予防のための適切

な生活習慣の必要性を認識させ、子供の頃

から正しい知識を身につけられるよう指導

してまいりますので、ご理解をお願いいた

します。 

 ２点目の部活動の地域移行についてであ

りますが、町ではこれまで両中学校の現状

や関係団体との意見交換、また、各種会議

への参加による他自治体の動向や教育委員

会内での情報共有、さらには地域移行に当

たっての課題の整理など取り組んできたと

ころであります。 

 課題としましては、全国中学校体育大会

では、地域スポーツ団体等の参加が認めら

れ、さらにオホーツク地区中学校体育連盟

では、拠点校方式の合同チームの大会参加

を容認することで検討が進められている状

況にあるため、中学校間の連携調整が必要

であることをはじめとして、運営団体や指

導者、練習場所の確保など多くの課題があ

るものと考えております。 

 今後におきましては、指導主事を１名増

員した中で、準備を加速し、課題解決に向

けた具体的な方策の検討とともに、関係団

体との協議や関係者への情報提供を行うな

ど、地域移行に向けた体制を整え、早期の

地域移行実現に向けて進めてまいりたいと

考えております。 

 引き続き、子供たちの健やかな成長のた

め、スポーツ、文化に親しむ機会を確保で

きるよう取り組んでまいりますので、ご理

解をお願いいたします。 

 ３点目の発達性協調運動障がいを持つ子

供たちへのアプローチについてであります

が、現状としまして、町では、発達性協調

運動障害ＤＣＤの把握に限定した検査を行

っておりませんが、しゃきっとプラザで実

施している３歳児健康診査において、運動

発達等の確認を行いながら、幼児期におい

て発達に心配のある幼児を早期に発見し、

適切な指導に結び付けております。 

 また、社会性のつまずきなど、３歳児健

診では発見の難しい幼児については、５歳

児相談において把握を行い、必要に応じて

発達支援センターへ引き継ぐなど、包括的

な支援を行っております。 

 各小中学校においては、ＤＣＤを把握す

る調査を実施しておらず、保護者からの情

報提供や相談もないため、実態としてはつ

かんでいないのが現状であります。 

 ＤＣＤは協調運動に困難さが見られる障

がいであると認識しておりますが、ＤＣＤ

であるかどうかは分かりづらいため、その

ような子供がいる場合は、教員による声か

けなどの配慮により、児童生徒の困り感が

ないよう対応しております。 

 今後におきましても、教職員が障がいの

特性を正しく理解した上で、児童生徒の不

器用さや運動の苦手さが精神的不安や大き

なけがなどにつながらないよう、適切なサ

ポートに努めてまいります。 

 以上、お答え申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） それでは、早

速、再度質問をさせていただきます。 

 まず、がん教育についてです。がん教育

の必要性については、私が申し上げるまで

もなく十分理解されていると認識はしてお

ります。 

 ただ、学校における健康教育は、生涯を

通して自らの健康を適切に管理して改善し

ていく資質や能力を育成することが重要だ

ということで取り組まれていると思いま

す。 

 近年は、疾病構造の変化や高齢化社会な
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ど、子供を取り巻く社会環境は急変してい

るということも実態として見られていると

思います。 

 特に、日本人の死亡率の原因の１位であ

るがんそのものの理解や、がん患者に対す

る知識を深める教育は不十分であるという

ことが指摘されていることも十分御承知の

ことと思います。 

 日本人の２人に１人ががんにかかる時代

なのに、大人も含めて正しい知識を知る機

会がとても少ない現状にあります。子供た

ちががんについて関心を持ち正しく理解を

し、適切な態度や行動ができるようにする

ことが求められています。 

 学習指導要領の改訂によりまして、中学

校では令和３年度からがん教育が必修化さ

れていますが、小学校も含めて現状ではど

のような形で進められているのかについて

お伺いをしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） ご答弁申し上

げます。 

 現状の学校での取組でございますが、答

弁でも書かせていただいておりますけれど

も、６学年で病気の予防ということで、保

健体育の授業でやっています。実は、小学

校の場合はがんという形で特化してござい

ません。生活行動が主な要因となって起こ

る病気の予防ということで、１時間程度の

授業をしているところです。 

 これにつきましても、文科省から出して

おりますがん教育推進のための教材を使い

ながら、先生方が１時間程度取り組んでい

るというようなところが小学校でありま

す。 

 中学２年生につきましては、実際にがん

という表現が出てきておりまして、健康診

断やがん検診などで早期に発見することが

疾病の回復につながることを理解させるこ

と、このようなことで１時間程度の授業を

行っている状況であります。 

 ただ、先生方は医療のプロではありませ

んので、文科省なり道教委の資料、教科書

で授業をしている状況でございます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 小学校の低学年

については、がんという言葉というのは理

解するのもなかなか難しいかもしれません

が、がんというのは、子供の頃から正しい

知識を伝えることが大事ではないかと思い

ます。 

 中学２年生に対するアンケートの中で、

授業前には「がんになったら治らない」と

答えた子供たちが６０％もいたということ

でしたが、授業後には２０％に減少したと

いう結果も出ています。がんをむやみに怖

がったり誤解や偏見をなくすためにも、子

供たちへのがん教育はとても大切なことだ

と思います。子供たちに知ってもらうこと

で、家族や周囲の人たちの意識変化にもつ

ながっていくのではないかと考えていま

す。医学の急速な進歩により、がんはもう

不治の病ではありません。早期発見、適切

な治療で９割以上の人が治る可能性を迎え

る時代となっております。 

 そこで、普及啓発のためにリーフレット

をつくって各学校に配付しているところも

ありますし、学校における健康教育は、先

ほどの答弁にもありましたけれど、体育

科、保健体育科を中心として、特別活動や

特別の教科、道徳、総合的な学習の時間を

活用して、外部講師の参加協力などの関係

機関等と連携しながら取り組まれていると

ころが今は増えてきている状況にありま

す。 

 美幌町として、この新たな取組の考え方

についてどうお考えになっているか、お伺

いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） がん教育の関係

でリーフレットのお話もございましたけれ

ども、北海道教育委員会でもがん教育には

力を入れてございます。そのような中で、
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ＤＶＤを配付しているという事例もござい

ます。 

 また、先ほど部長からもお話をさせてい

ただきましたけれども、専門性を有すると

いう内容でもございます。そのようなこと

からも、外部講師、ゲストティーチャーを

交えての授業も行っております。この管内

で言いますと、ゲストティーチャー、外部

講師の派遣先が病院１か所と非常に少ない

状況にあります。しかしながら、今はコロ

ナ禍でなかなか対面で難しいという場合は

オンラインの授業もできておりますので、

課題は、１回目でも申し上げましたよう

に、小学校だったら年間１時間しか時数的

にございません。そこは、今、議員がおっ

しゃいましたように、特別な活動、教科を

横断した中で、どのくらい時間が取れてど

のように効果的な授業ができるかというこ

とを各学校を通じて検討して取り組んでま

いりたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、教育長が答

弁されたように、外部講師、出張授業とな

ると、取り組まれているところが非常に少

ないことが分かりました。ただ、地域の学

校によっては、今はオンラインという話も

出ていますが、動画を活用しているところ

も増えてきている状況にあります。特に、

低学年には漫画形式ということで、漫画の

がん読本ということをウェブサイトで紹介

していたり、がん教育読本ということで

「友だち、ぼくとゆう君」という絵本形式

の物語が紹介されているように出ていま

す。 

 また、小児がんに関するメモ開設という

ことで、ダウンロードで印刷をして使える

ようになっている状況もありますので、短

時間で子供たちが分かりやすいものを利用

してやる方法もあるのではないかと思いま

す。 

 先ほど、知識の普及には小学校、中学校

で指導教材を活用されているという答弁が

ありました。こういうものも十分活用した

中で進めていくことが一番適当かと思って

いますので、それらのことも十分考えなが

ら、取れる時間帯は１時間いっぱいではな

くてもいいと思うのです。短い時間で漫画

とか動画を使った分かりやすい説明で子供

たちが理解できる方法もあると思いますの

で、そういうものも研究していただければ

と思います。 

 がん教育を実施していくことで、日頃、

とても忙しい毎日を過ごしている教職員に

とって、個人の健康状態を知り、病気の予

防、早期発見をするためのチャンスでもあ

ると思いますので、子供のみならず、教

師、家族を含めて知識を習得することが必

要ではないかと思います。その辺のことも

十分考えた上で、今後の大きな取組として

検討していただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 今、坂田議員か

ら教師に対しても気づく一つというお話が

ございました。がん教育は、まずはがんに

ついての正しい理解と患者や家族などがが

んと向き合うことで、子供たちが自他の健

康や命の大切さに気づくと考えておりま

す。 

 それと同時に、日頃からの教職員の働き

方改革ではないですけれども、業務に忙殺

されて自らの健康管理をどうしても後回し

にすることもございます。そういうことに

対しても非常に有意義な取組だと思ってお

りますので、一層取り組んでいければなと

思っております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） それでは、２番

目の部活動の地域移行について、再度質問

をさせていただきます。 
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 この質問は、昨日、戸澤さんの質問内容

と答弁内容がほぼ同じかと思っています

が、違った角度から再度質問をさせていた

だきたいと思っています。 

 答弁されていましたように、部活動の運

営主体を地域に移行しようとする背景に

は、少子化のため、中学校の規模が小さく

なり部活動の運営が難しくなってきたこと

や、教員の働き方改革の一環として、業務

負担を軽減しようとする動きが進んでいる

状況は私も理解をしているところです。 

 これまでの部活動は、学校の教育活動の

一環として位置づけられた校務分掌で、役

割を分担して教員が指導に当たってきた経

緯がありますが、平成３１年１月の新しい

時代の教育に向けた持続可能な学校指導運

営体制の構築のために、学校における働き

方改革に関する総合的な方策において、部

活動は学校の業務だが、必ずしも教師が担

う必要のない業務とされました。 

 その適正化を進めることが示されたとい

うことですが、これまでは基本的に学校内

で行われてきた部活動は教員が指導を担当

していたため、保護者の金銭的負担は最小

限で済んでいました。ところが、地域スポ

ーツクラブや民間企業に移行されるに当た

って、会費や指導料の月謝の支払いが必要

になり、学校から離れた場所での部活動に

は送迎費用の可能性も出てきます。 

 参加するための費用負担が増え、困窮家

庭が増えている現在、経済状況が原因で参

加できなくなる生徒が増え、生徒間での格

差が生まれることが懸念されていますが、

町としてこのような状況を想定されている

のか、もし想定されているとすれば、それ

に対する対処方法をどのように考えている

かということをお聞かせいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 昨日、戸澤議員

からの質問で、教育部長からも部活動の課

題ということで数点挙げさせていただきま

した。その中には、運営主体や指導者の問

題、会場の問題、移動の問題がありまし

た。 

 この中で、まず一つとして費用がかかる

と感じているところは、二つのチームを一

つでやるとなったら、今までは各学校でで

きていましたけれども、練習会場までの移

動が出てきます。距離があるとか冬期間

は、バスやタクシー、保護者の送迎という

ことが出てくると思っております。 

 さらには、指導者の問題でありますけれ

ども、現状、部活動は授業が終わった後で

すので４時頃から始まっているのが現状で

すが、その時間は多くの指導者の方が働い

ているということもあります。そして、仕

事を休んでということになれば、謝金の支

払いも出てくるということは、教育委員会

内部で協議しているところです。 

 昨日もありましたけれども、教職員の

方々に引き続き担ってもらう場合、兼業、

兼職というところが出てきます。そういっ

た金銭的な整理や、よく言われていること

でありますけれども、先ほど議員からもお

話がありましたように、活動が継続できる

子とできない子ができてしまう、これは非

常に大きな問題であると思っております。

そういったことも含めて内部で整理した上

で、今のような活動を継続していけるよう

に、部活動の地域移行、働き方改革もござ

いますけれども、少子化が進展していく中

で、子供たちが今まで関わってきた文化や

スポーツ活動にいかに持続的に関わっても

らうかということを主眼に置いておりま

す。費用負担が基になってなかなか続けら

れないということになるのは本末転倒でも

ありますので、その辺はしっかり課題整理

をしながら取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、教育長が答
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弁されたように、指導者の問題が一番大き

な課題となっていると思っています。外部

講師となると、子供たちが部活動に要する

時間帯と合わないということは確かに問題

点となってくると思いますので、人材確保

がより一層難しくなってくると思っていま

す。 

 もう一つは、今まで部活動を学校の先生

が担ってくれていたものを今度は外部に移

行するとなると、スポーツの種目によって

指導できなくなる可能性が起きてきます

ね。そういう指導員の研修とか資格取得の

ための体制づくりがこれから一番大きな問

題になってくるのかなと思います。 

 今まで、小学生とか中学生への指導で問

題が起きたことはありませんが、高校とか

大学になったときに、指導者とのトラブル

というものが浮き彫りになってきたこと

は、皆さんもニュースで見られて分かって

いると思います。スポーツを指導するとい

う資質といいますか、そういうところでの

対応の仕方も問題になってくると思いま

す。 

 それから、指導者を養成するために、興

味のある人たち、時間でできる人たちに、

スポーツに対する資格取得の体制づくりは

これからかなり求められていくと思います

ので、そういうことについて今後検討され

ていくのかどうか、その点についてもお伺

いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 今、本町は少年

団活動が非常に盛んでございますが、少年

団の指導者に対しても、資格取得のための

研修費の助成とか、スタートコーチと言い

まして、昨年、今年から取り組んでいま

す。こういった研修体制を十分に行った上

で、今も指導者の皆さんは本当に熱意にあ

ふれて、自ら学ばれて、しっかりとした知

識と経験と、本当に理論的、科学的に子供

たちを指導していただいています。そのよ

うな体制がこれからも維持継続できるよう

に資格取得や研修を受けられる体制に対す

る支援も続けていければと思っております

ので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、教育長に答

弁いただきましたように、美幌のスポーツ

少年団は活発に活動されていることは私も

十分理解しているところでございます。 

 例えば、頑張っている種目として、スキ

ー、スケート、水泳、陸上というのは美幌

新聞にも時々掲載されているので、目にす

ることがあります。少年団として小学校を

中心に活動しているところなので、もし中

学校がそれと一緒になるとすれば、技術な

ど、また違った形の指導の仕方が出てくる

と思うのです。 

 ですから、少年団とか、これから移行す

るためのいろいろな打合せや連携が非常に

大事になってくると思いますので、そこら

辺はしっかり取り組んでいただきたいと思

います。 

 もう２年ぐらい前だったでしょうか、少

年団に入っていて、中学校に行ったから中

学校の部活と少年団と一緒に練習したいと

いう話があったときに、それはできなかっ

たのです。ですから、できなかったことも

今回の移行によってできるようにすること

も大事かと思いますが、その点については

いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 指導者の関係で

すが、よそのまちの実際の例ですけれど

も、少年団の指導者からは、中学生は体も

大きいし動きも速いということで、なかな

か厳しいというお話も聞いております。 

 そういったことも踏まえて、まずは少年

団の指導者、部活の顧問、さらには保護者

等と意見交換を重ねながら、どのような形

が美幌町の部活動の地域移行にふさわしい

スタイルなのかというものをつくり上げて

いきたいと思っておりますので、よろしく
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お願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 例えば、スポー

ツ団体が学校の体育施設を利用する場合、

学校の施設管理をスポーツ団体などに委託

しながら対応するということが必要になっ

てくると思いますが、この点についてはい

かがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 現状は、学校開

放事業で各小学校の体育館を少年団で使っ

ているという例もございます。さらに、他

の施設にも利用が及ぶ場合もありますの

で、その辺についても、問題、課題をしっ

かり洗い出した中で、学校教育活動と部活

動が共存できるようなやり方をつくり上げ

ていきたいと思っています。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 例えば、中学

校、高校の一本化ということで昨日も話が

出ていたと思うのですけれども、中学校で

部活を一生懸命頑張って美幌高校に入った

ときに、美幌高校には指導者がいなかった

ということで、保護者が集まって、指導料

として年間何十万円か支払いをしながら活

動をしているということも現実にありま

す。 

 高校のクラブ活動と連携を取って、今後

の指導体制ということも、今やっている人

たちは、親たちがお金を出してでもやりた

いということができているのですが、逆

に、子供はやりたくても、家庭的な問題で

できないという状況もあります。 

 ですから、そこら辺もしっかり連携を取

りながら進めていくことも大事かと思いま

すが、その点についてはいかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの指導

者の件でございますが、今回、令和５年度

の予算にもその関係を盛り込ませていただ

いているところでございます。 

 これまで指導者がいたとしても、教員の

場合は人事異動で転勤もございますので、

指導者がいなくなったがために競技を続け

られなくなるというのは、ある意味、町の

魅力の損失にもつながっていきますので、

その辺についてもしっかり取り組んでいき

たいと思っております。 

 また、高校についても、先ほど話しまし

たように、部活動は高校の魅力化にもつな

がりますし、間口対策にもつながるという

側面もございますので、その辺について

も、高校、さらには振興対策協議会と協議

しながら取り組んでまいりたいと思ってい

ます。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 吹奏楽について

伺いますが、これも学校を中心に、小学校

二つと中学校で吹奏楽をしていまして、今

は全道大会、全国大会で上位入賞しながら

大活躍しております。これも地域移行にな

るとどういう状況になるかというのは、子

供たち、親たち、それから学校の人たち、

いろいろな人たちが今後の行方を非常に不

安視しているのではないかと思うのです。 

 先ほど兼職、兼業という話も出ていまし

たけれども、町として活動できる状況をし

っかりつくっていく必要があると思います

が、その点についてはいかがですか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 吹奏楽の関係で

ございますが、現在、美幌町内の二つの小

学校で金管バンドがございます。こちらに

ついても、少子化の影響がございまして、

一つの学校は部員数が少なくなっている状

況にございます。さらに、中学校において

も、両中学校で部員数にばらつきがある状

況でございます。 

 幸いにも、本町は高校にも吹奏楽があっ
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たり、社会人の吹奏楽団も有している状況

がございます。 

 そういった中で、部活動の地域移行とい

う形になれば、合同練習とか、地域の指導

者の指導を受けながら活動が継続できると

いう希望もあります。 

 一方では、スポーツのほうでは地域のク

ラブチームが中体連の大会に出られるとい

う緩和がありますけれども、現時点で吹奏

楽のコンクールに出られるというところが

まだ固まっていないと伺っております。 

 その辺についても、逐次、情報収集しな

がら、町内の子供たちが活動しやすいよう

な環境づくりに取り組んでまいりたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今まで、地域移

行についてたくさんの課題があるという認

識は持たれていると思いますけれども、子

供たちの夢は、知識、技術の向上ばかりで

なくて、将来的にはオリンピックも夢では

ない、頑張れる環境を整備していくのが町

の大きな役割ではないかと思います。 

 現実に、美幌で育った人でオリンピック

の夢をつかんでいる人たちもいますから、

頑張れば実現できるという夢と希望を持て

る部活動の体制づくり、美幌町でありたい

と思いますが、その点についてはいかがで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 昨年、美幌から

北京オリンピック・パラリンピックにも選

手が出ており、その選手はいずれも町内で

活動されていて、ふだんから背中を見てい

る先輩が日本代表のアスリートになってい

るということは、子供たちだけではなく、

私たち町民にとっても本当に希望と誇りを

いただいているところでございます。 

 また、本町はこれまでも地域の子供は地

域で育てるということで青少年の育成活動

に取り組んでいるところでございますが、

このような意識を持った中で、地域のスポ

ーツ、文化は本当に資源だと思っておりま

す。スポーツの指導者は町内でも非常に活

躍されていますし、吹奏楽も脈々と何十年

も地域に根づいた文化の資源です。こうい

う大事なものを最大限活用させていただい

て、児童生徒のニーズに応じて多様で豊か

な活動につながっていけるようにしていき

たいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 最後に、発達性

協調運動障がいについて、再度質問させて

いただきます。 

 発達性協調運動障がいの認知が高まるよ

うになったのは、２０１３年、日本小児精

神神経学会の研究テーマとなったことがき

っかけです。発達性協調運動症の原因とし

ては、脳のＣＴやＭＲＩ写真を見ても大き

な異常はなく、早産の子供たちに多いとい

う報告もありますが、明らかな脳性麻痺ま

でには至らないものの、脳内に微小な神経

障がいがあり、不器用さ等の原因に関わっ

ているのではないかと考えられています。 

 しかし、世間では、ＤＣＤの理解が進ん

でいないのも現実で、適切なサポート方法

が浸透していない現状です。発達障がいの

専門医であっても発達性協調運動症の概念

を知らないことが多く、不器用だからとい

うことで、周囲の大人が気づかないうちに

子供自身が深く悩んでいるケースもあると

言われています。 

 発達性協調運動症の子供たちは、不器用

さが生活の面でも学習の場面でも本人の心

に大きな負担となっています。不器用さ

は、専門家ですら脳の機能障がいと理解し

ている人は少ないため、周囲からの支援は

受けにくく、逆に保護者や教師から間違っ

た対応がなされ、事態が悪化するケースが

あるとも言われています。 

 さきにも述べましたが、見つけづらい障
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がいということで、学校現場でも同じこと

が言えるのではないかと思います。少しの

変化にも気づきが大切で、障がいの特性を

認知して対応すべきと考えます。 

 何気ない運動でも、それをスムーズに正

確にこなすには、目で空間的な位置を確認

し自分の身体と対象の距離を測ったり、目

と手足を動かして体のバランスを取った

り、力の入れ具合を調節したり、動くタイ

ミングを計ったりといった様々なレベルの

情報を統合し、運動に結びつけていかなけ

ればなりません。ＤＣＤの子供たちはそれ

が難しいのです。 

 どんなに運動が下手でも、体を動かすこ

とが嫌いな子供たちはいません。比較され

ることがなく、下手でもいいのだと分かれ

ば、子供たちは伸び伸びと安心して運動に

チャレンジしていきます。そういう環境を

つくっていくことが大事だと思いますが、

この点についてはいかがお考えでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 発達性協調運動

障がいについては、１回目にもお答えさせ

ていただきましたけれども、本当に気づき

づらいというのが第一なのかなと思ってお

ります。それに対しては、保護者や教職

員、周りの大人たちが正しい知識を持った

上で理解することから始まっていくと思っ

ております。 

 そういうことが不足している状況であっ

たら、当事者も生きづらいということにつ

ながって、自己肯定感が喪失して、成長し

ていく中でつらさが募っていく状況だと思

っております。 

 学校でもそういった症状がないと気づき

づらいということがありますけれども、そ

ういうことを少しでも解消するために、繰

り返しになりますが、大人たちの正しい理

解から始まっていくということで、校内研

修のときにも何か教材等を活用しながら知

識を得てもらうような取組をしたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、教育長に答

弁していただいたように、周りの大人たち

や専門的な知識を持っている人たちが十分

認識をした上で、子供たちに関わっていく

ことが一番大事だと思います。 

 近年は、運動療法が社会性障がいや実行

機能障がい、学習能力なども改善すること

が明らかになってきています。発達障がい

の子供の世界を理解し、あらゆる子供の発

達の基本である、自ら動き体験することを

尊重することが大切だと言われています。 

 美幌の子供たちに発達性協調運動障がい

の対象者はいないかもしれませんが、小学

校が３０人学級ならクラスに二、三人はい

る計算になると言われています。地域差は

あると思いますけれども、年々発達障がい

と言われる子が増加傾向にある中で、運動

の不器用さがある子供たちが身近な場所で

身近な方法によるアプローチを受けること

ができ、正しく理解されることで、日々の

生活をさらに楽しくきるようになっていく

と思われます。 

 今回、質問したのは、身近な場所である

学校で、１日のうち半分以上は過ごしてい

ます。スモールステップでアプローチする

ことで自信につなげ、生きる喜びの体験が

できる取組が必要と考えますし、１日の半

分以上を学校で過ごすということであれ

ば、学校全体でこういう認識を持って取り

組んでいくことが最重要課題かなと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 先ほどの部活の

話にも関連しますけれども、地域の子供は

地域で育てるという中で、周りの大人たち

が子供たちを注意深く見守ることを通じ

て、子供たちの健全育成につながっていけ

ればと思っておりますので、よろしくお願

いします。 
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○議長（大原 昇君） これで、７番坂田

美栄子さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１５時といたします。 

午後 ２時４７分 休憩 

─────────────────── 

午後 ３時００分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君）〔登壇〕 それで

は、一般質問に入ります。 

 陸上自衛隊駐屯地隊員への支援について

です。 

 駐屯地隊員の退職後の就労支援と定住促

進についてです。 

 国は、働き方改革等による担い手対策と

して、公務員の退職年齢を引き上げ、民間

企業においても６５歳定年制への移行を進

めており、雇用体系の変化が著しく進んで

います。 

 自衛隊は、若年定年制と任期制の退職制

度を採用しており、駐屯地隊員は２０代か

ら３０代半ば、それと５０代半ばでの退職

を迎える方に分かれますが、まだまだ働き

盛りの年齢であり、再就職への期待は大き

なものであります。 

 また、美幌駐屯地においては、第６普通

科連隊が第６即応機動連隊（仮称）に改編

される予定であり、隊員の増加が図られる

と聞いており、美幌町での就労対策が整う

ことによって、将来にわたり、さらに美幌

町への定住が期待されるところでありま

す。 

 このことから、民間や町による隊員退職

後の再就職支援、隊員の定住促進も必要で

あると考えますが、次の２点についてお聞

かせください。 

 １点目は、行政、民間の定年延長によ

り、隊員の雇用の確保について考えられる

課題及び対策を町はどのように考えている

のか、お聞かせください。 

 また、町では隊員ＯＢを職員として採用

されていますが、今後の受入れ体制につい

ても具体的にお聞かせください。 

 ２点目は、退職後に美幌町に定住される

方への住宅購入支援策は空き家対策にもつ

ながると思いますが、駐屯地隊員の退職後

の定住促進策について、町長の考えをお聞

かせください。 

 以上、お願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 松浦議員

のご質問に答弁いたします。 

 駐屯地隊員の退職後の就労支援と定住促

進についてですが、自衛隊退職後の就労支

援については、帯広地方協力本部、道東地

域援護センター美幌分室と美幌自衛隊退職

者雇用協議会が連携して、再就職につなげ

るサポートを行っております。 

 １点目の行政、民間の定年延長により隊

員の雇用の確保について考えられる課題及

び解決策を町はどのように考えているかに

ついてですが、定年延長の移行期において

は、求人数の減少や、退職時期に合わせた

人材獲得などの懸念はありますが、一方

で、人材不足を抱える企業等もあることか

ら、再就職を希望する隊員の皆様には、在

職中に培われた技術や能力を多方面に生か

せる職場で活躍されることを望んでおりま

す。 

 そのためには、雇用協議会が実施する企

業説明会への参加や、道東地域援護センタ

ー美幌分室からの就業情報の提供など、再

就職につながる機会をつくっていくことが

重要であると考えております。 

 また、退職自衛官の町職員としての採用

状況につきましては、自衛官として磨かれ

た経験や資格を生かして、施設管理業務や

専門職、駐屯地対策、防災として勤務して

おり、行政運営に広く携わっていただいて

おります。 
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 今後につきましても、道東地域援護セン

ター美幌分室を通じて、退職予定者への本

町の採用予定情報を提供するなど連携を図

って、これまでどおりの採用につなげてい

きたいと考えています。 

 ２点目の駐屯地隊員の退職後の定住促進

策についてですが、現在、美幌町において

は、駐屯地隊員の退職者に特化した施策は

実施しておりません。 

 対象者を限定した住宅購入を支援するこ

とについては、個人の資産形成につながる

ことから慎重に判断しなければならないと

考えており、広く町民が利用できる制度と

して、住宅リフォーム促進補助や空家等除

却事業補助などにより定住促進や空き家対

策を推進しております。住みよいまちづく

りを進め、町民の満足を高めることがそこ

に住み続けることにつながっていくものと

考えており、引き続き魅力を高めるまちづ

くりを推進していきたいと考えております

ので、ご理解をお願いいたします。 

 以上、答弁いたしました。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今回、一般質問

した理由は、美幌駐屯地隊員が８００名ほ

どになるのではないかと思いますが、この

方々に年収を掛けた総額は、美幌の職員総

支給額の倍以上の金額になるのです。美幌

町の商店は、山道等のために燃料消費額が

膨大であり、経済効果として美幌町を支え

ている職種の大きな一つと考えています。 

 任期制と若年定年制を取り入れている職

業であり、残念ながら、退職年齢は早、１

年延長してもまだ５５歳ぐらいになってし

まいます。 

 若年定年制により、一般社会での再就職

にも壁があるものですから、特に年収の補

塡について、若年給付金制度で自衛隊退職

後の補給金がありますが、現在は６０歳と

いうことで、これがいつ６４歳までになる

のかということはまだ予想されていませ

ん。逆に言えば、今、若年給付金１,２００万円

を５年から６年で割っていますけれども、

６５歳までいったときどうなるのか、まだ

答えが出ていないというのが現状だと思う

のです。 

 国は、先ほど言ったとおり、働き方改革

等で６５歳ぐらいまでは皆さん働いてほし

いと、特に公務員から先にやろうというこ

とでその制度がもう入ってきています。 

 一般企業も、定年延長をしているところ

もあれば、もともと頑張ってもらっている

会社もいっぱいありますけれども、残念な

がら、今回、定年延長となれば、今現在い

る人たちが伸びてしまえば、枠がはまらな

くなってしまいます。 

 特に、一般企業においても一生懸命働い

ていますけれども、景気が上がらなければ

枠も増えないものですから、ここ数年間は

いずくなるのかなと思ってお聞きしまし

た。 

 私の兄弟とおじが元隊員だったのです

が、再就職先に結構苦労をしていました。

自衛隊の仕事と民間の仕事では、顧客がい

るとか、商品を売らないといけないとか、

利益追求という部分でどうしても仕事の流

れがきついということです。逆に、そうで

はない職種もどんどん見つけなければいけ

ないのかなと思います。 

 先ほどの回答の中で、管理業務とか、防

災関係で採用しているということでした。

美幌町の衛生の隊員にとっては、資格があ

るけれども、残念ながら弟子屈とかほかの

まちに行った人もいっぱいいるのです。 

 そういうふうに、職種によっては美幌町

でもまだまだ採用できたのかなという方々

がいますので、そこについてお聞きしたい

と思います。 

 そこで、通告には入れなかったのです

が、現在、美幌町そのものに採用されてい

る元隊員は、どの施設に何人、総人数でど

のぐらいいるのか、お尋ねします。 
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○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤 浩司君） ただいまの

自衛隊退職者ＯＢの本町での採用状況でご

ざいますが、令和５年２月現在で２２名お

ります。 

 主な内訳としましては、施設管理部門、

これは学校、庁舎管理、病院の公共施設、

それから、保育園や公園の維持管理、施設

管理に関わる職員が１８名です。また、交

通安全推進員、防災担当、駐屯地対策専門

員、車両整備管理員という専門職として４

名の合計２２名を採用しております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） この間、美幌町

の公共交通網の関係で、ハイヤーも含め

て、いろいろな方と話をした中で、今後の

人材が少ないということでした。特にハイ

ヤーについては、人材不足でもーびーもき

つい状態になっているのです。 

 このように、せっかく美幌町で取り組ん

でいても採用がなかなか追いつけない公共

交通の関係会社にとっては、人数をどこで

補塡するかということと、若い人がなかな

かなじまないという現状ですから、そうい

うところとの連携がどうなっているのかと

いうことがあります。 

 実は、今日、美幌町の民間で進めている

雇用協議会について質問しようと思ったの

ですけれども、これは行政が関与していな

いと聞きました。ここにもう少し関与する

ことが必要だと思うのです。 

 町長は顧問か何かをやっていますが、そ

の辺についてどのように感じていますか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町の関わりの部分

でいけば、実際には企業の方々が集まっ

て、会議所を中心にやっていただいている

中で、会議には参加させていただいている

ということを考えると、町としてもう少し

しっかり関わったらいいのではないかとい

うご意見ではないかと思います。 

 実際に関わる部分を考えますと、今の状

況がいいとは思えませんけれども、考えな

ければいけないところもあるのかなと思い

ます。 

 すかっとした答弁ではないですけれど

も、そういう状況ではいます。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） すかっとしたい

ので、質問します。 

 いろいろな職種の隊員ですから、持って

いる技術とか、これから取れない技術と

か、いっぱいあると思うのです。これは、

隊内にいるときからそういう形でしっかり

支援なりを受けていると思うのです。 

 ただ、民間に行くときに、会社によって

はどうしても経験などが不都合になってく

るのです。 

 皆さんは分かっていると思うのですけれ

ども、１００人が１００人そのまま６０歳

まで働いている状況ではなくて、援護セン

ターも大変だったのです。 

 最近は僕もコロナで行っていませんけれ

ども、僕は僕なりに頼まれて、就職先のあ

っせんとか、上級官庁のあっせんをしてい

ました。やはり、分かっているところはし

っかり雇用してくれています。一般企業で

もしっかり雇用してくれています。でも、

まだ若干足りないのかなと思います。 

 美幌町が雇用協議会の音頭を取っていな

いとなれば、片手が抜けているのかなと思

います。 

 実は、８００名ぐらいの隊として、今ま

で５特３大隊がなくなったり、６連４中隊

がなくなったり、第１０１特科大隊がなく

なったり、今の新しい体制がある程度整え

ば、当面はこの体制で行くと思うのです。

そうすると、今まで以上に隊員の充足率も

安定すると思いますが、充足率が安定する

かどうかにかかわらず、雇用などについて

美幌町が音頭を取ることをもう少し明確に
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できないかと思います。 

 今回、新しい隊になったときに、美幌町

が合いの手を差し伸べて、就職活動に力を

入れるべきと思ったのですけれども、町長

はどうお考えでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今までは、自衛隊

を退職される隊員の数が限られていまし

た。そういった中で動きを見まして、役場

でどれだけ雇用しているのかというとき

に、かなりいたわけで、そういった経過も

あった中で、少しでも民間の企業に行って

いただくことも大事かなと思います。当

時、つくったときは町としての関わりはあ

まり持たなかったというのが本音です。 

 今、松浦議員からあったように、退職さ

れる方が出てきた場合に、当然、民間だけ

ではなくて、町もある程度雇用をしますけ

れども、それだけではないとなった場合に

は、退職される方の数が多くなれば、今、

松浦委員がおっしゃったように、町として

もしっかり関わる必要があるのかなと思っ

ております。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 最初の質問の中

で出ていた給与総額の話ですが、やはり、

５５歳で退職となると、その方のその後の

総額が下がれば経済効果も下がるのです。

美幌町にとっても、今、１万８,０００人を

キープしなければいけなくて、７,０００人

を避けたいという気持ちがありますが、や

はり、人口統計でいくとなかなか厳しいで

す。 

 でも、その中で、今、駐屯地が８００名

体制となれば、結果的には人口が減って

も、自衛隊の隊員、家族の人口に対する率

は増えるのです。ということは、美幌町に

とっては、今回の改編である程度確定すれ

ば、美幌町にとっては相当有意義な改編に

なったと思うのです。 

 今、町長からも検討しなければいけない

という答弁がありましたので、ありがたい

と思います。 

 ただ、一般企業も、経済がよくならない

限りは就職先が増えませんので、美幌町の

産業対策をしなければ、この雇用を守れま

せん。ということは、そういう先で町がこ

れから何をしていくかということになるの

です。 

 まずは、今起きている定年延長により、

美幌町の今の２２名、今後の定年延長も含

めたら、今の２２名が本来は６０歳で退職

する予定が延びれば、今後数年間、四、五

年は再雇用が厳しくなると思うのですけれ

ども、その辺の推計についてはどのように

考えていますか。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） 現在の本町の

ＯＢの退職については、６５歳をめどに勤

務いただいています。毎年２名程度が６５

歳を迎えるわけで、今後５年間に１０名ほ

ど退職する予定でございます。 

 また、過去５年間の採用状況ですけれど

も、令和２年度、令和３年度はいません

が、平成３０年度が２名、令和元年度が４

名で、令和４年度が８名ということで、年

に２名程度ずつが退職されて、雇用してい

る状況です。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 先ほど、少しだ

け触れましたけれども、美幌町の公共交通

の整備やいろいろな分野で人が足りないと

聞いています。 

 民間が採用するのか、美幌町で採用する

のか別としましても、現在、人手が足りな

いということを行政も分かっていると思う

のです。バスやハイヤーの運転手も足りな

いと。そういうところについて、町民の安

心・安全のために美幌町の公共交通を整備

しようということになっていますので、自

衛隊ＯＢの採用についてきちんと確認を取

って対応するという作戦を現在お持ちなの
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か、お持ちではないのか、お願いします。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 公共交通

の関係で、現在、全国的にそうですが、運

転手不足ということで、本町も同じような

状況になってございます。 

 運転手不足につきましては、そういった

経験をお持ちの方、これまで現役でやって

いたのだけれども、退職した後にまたやる

方、様々なパターンがあるかと思うのです

が、その一つとしまして、自衛隊を退官さ

れる方、部隊にお勤めの方は大型車の運転

の経験をお持ちであるということもござい

ます。 

 そういったことも含めまして、現在、ハ

イヤー会社、バス事業者と、これは部分的

には町の対策になってございますが、事業

者間との連携を図っています。 

 また、運転手不足という中で、本町では

二種免許の取得の支援という事業も展開し

てございます。 

 そういったことも併せて、現在、事業者

と一緒に、援護センターを通じて連携した

形で、３者で進めているところでございま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今、部長の答弁

を聞きまして、安心しました。 

 ただ、隊員の資格取得も、もともと持っ

ている方と持っていない方といろいろな方

がいますけれども、現状、足りない職種に

ついて、美幌町がもう少し把握できるので

あれば、先ほど言った雇用協議会の中でし

っかりと意見交換や打合せをしてもいいの

かなと思います。 

 できれば、今、行政が取り扱っているい

ろいろな業種の中で、政策的にやっている

のに人が足りないということは発生しない

という取組をきちんと把握すべきと思って

います。 

 民間企業に対する応援はまだまだやるべ

きだと思います。これは、就業対策の中で

支援について述べるべきだったのですけれ

ども、今回、まずは自衛隊ＯＢの方々の安

定した就職先の確保を町長に音頭を取って

やってもらいたいと思っています。 

 以後、雇用対策について、雇用協議会に

行政の職員が参加するとか、町長が会議に

きちんとお出になるとか、それができなけ

れば副町長や総務部長がしっかり出ていく

という形にはならないのかどうか、お願い

します。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ご答弁申し上

げます。 

 雇用協議会ですが、確かに町は会員では

ないので参加しておりません。ただ、年１

回の総会には、顧問の立場で町長が、また

担当課長が必ず出席して、どのような意見

交換、協議で事業計画等が可決されるのか

ということは見せていただいています。 

 また、事業所としての参加はしていなか

ったのですが、コロナ禍の前に、企業説明

会がありました。当時、雇用協議会で、網

走、北見の事業所も含めて、退官を予定さ

れる方を５０名ほど集めて企業説明会なる

ものを開催しております。 

 その際は、町からも担当課長が出席しま

して、隊員の皆さんに美幌町役場で勤務す

る場合はこういった雇用条件で、給与等は

どういう状況ですというお話をした中で、

ぜひ退官後は美幌町で働いてほしいという

お願いもしているところです。 

 今後も、どのように協議会との関係性を

見直せるかということは少し検討したいと

思いますけれども、いずれにしても、退官

者の皆様の再就職支援については町として

も取り組んでまいりたいと考えてございま

す。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） よく分かりまし

たので、しっかりした取組をお願いしたい
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と思います。 

 続きまして、定住推進について質問しま

す。 

 美幌町は、先月で１万８千百何人だった

でしょうか、１０年前に国が発表した人口

統計とほとんど合ってきてしまっているの

です。残念ながら、過去４０年の統計がほ

とんど合っているというぐらい恐ろしい統

計が発表されたのです。 

 その後、２年後に全国の自治体にどうな

のだと、問合せが来たということです。約

１０年前の統計のときに、私も当時、一般

質問をしたのですけれども、その統計に合

った人口に合わせた行政、役場の体制が望

ましいという当時の町長の答弁があったの

ですが、私は、先ほど町長も言いましたけ

れども、この統計に甘んじることなく、近

づくことを避けたいということをおっしゃ

ってくれたのです。私はそのとおりだと思

うのです。そこで、就職先の問題があった

ので、今、質問をしました。 

 もう一つは、町に住んでもらうというこ

とをしっかりやらなければいけません。せ

っかく国防とか防災とかいろいろな面で頑

張ってくれた隊員が、いい町だから美幌町

に残りたい、逆に美幌町に転勤したいとい

う気持ちを持ってもらうための住宅政策も

一つあるかなと思います。 

 民間の人たちに対してもそういう支援策

が必要ですけれども、転勤なさっている

方、一般企業の転勤なさっている方も含め

て、美幌町の住宅対策、転入対策が少ない

のかなと思います。 

 一時、隣の東藻琴だとかは、町に住むと

２００万円、津別も２００万円という補助

金制度があって、東藻琴はたしか三、四十

人増えたのです。僕の知り合いも２軒、東

藻琴に家を建ててよかったと言っていまし

た。津別では若干少なかったのです。それ

でも効果はあったと思います。 

 そう考えると、我が町も、当時の大空、

女満別、東藻琴、津別の人口構成から見る

と、そろそろそういう政策を取らなければ

いけないのかなと思います。一つ一つやっ

ていくためには、今回、自衛隊の改編で、

美幌町のためにいい部隊になるとなれば、

住宅対策についても、もう少し取り組んだ

ほうがいいと思います。 

 回答の中で、個人の資産形成なので慎重

にやらなければいけないと書いてあるので

すけれども、我が町のためには、自衛隊の

ＯＢの方々とか、自治会の活動とか、いろ

いろなボランティアとか、団体活動を含め

て、高齢になってもしっかりやってくれて

いる方がいて、その人たちは、美幌町の出

身、もしくは美幌町を選んで、地方から来

て、生まれや育ちも九州です、東北ですと

言いながら、最後は美幌町で頑張るという

人たちもいます。 

 そういう人たちが頑張ってきたことを一

般町民もみんな感謝していますけれども、

そのためには、美幌町に住んで、多くの方

と交流してもらうのが先かと思います。 

 そのためには、住宅政策について、慎重

ではなく、もう少し大胆に手を打つべきか

と思うのですけれども、町長、どうでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 前段のお話で、状

況はよく知っていると思うのですけれど

も、各町村が地元に住んでもらうことで補

助を出すということを競ってやった時期が

ありました。そのときは、美幌はどちらか

というと消極的な状況だったと私も記憶し

ております。 

 今、自衛隊を退官される方は、これから

先、再編された中で来た方がどこから来

て、どれぐらい美幌にいるのかということ

ですね。今までは、幹部の方は別ですけれ

ども、通常の隊員の方では、九州から来

て、長く美幌にいて、でも退官されるとき

は美幌でという話です。それは分布を見て

みなければ分からないのですけれども、基

本としては、ほかに行く理由がなければ、
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退官されたら美幌に住んでほしいというこ

とです。それは積極的にやりたいと思うの

です。 

 それは、自衛隊に特化して、自衛隊でな

くても、美幌に住んでほしいからという施

策を選ぶのか。私としては、考えているこ

ともあるので、自衛隊だけに特化してやり

たいと言い切れないところがあります。た

だ、ベースは、美幌に少しでも住み続けて

ほしいという思いは強く持っております。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 何度も繰り返し

ますけれども、美幌町にせっかく住んでも

らって、大きな給料が動いている職種です

から、その人たちの数が減らないこと、そ

して、しっかり地元で物を買ってもらうと

いうことです。地元にしっかり住んでもら

いたい。そして就職も地元でしてもらいた

い。それは民間企業の雇用対策にもつなが

ると考えれば、自衛隊の若年定年制がなく

ならない限りは、しっかり支えなければい

けないと思います。 

 そう考えると、今回、駐屯地の改編によ

り、再就職問題、地元の雇用問題に真剣に

取り組む時期が来たなと思っていますの

で、最後に町長の気持ちだけを聞いて終わ

ります。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほど、部長か

ら、再就職についてはしっかり行っていく

と答弁をさせていただきましたが、私もま

さにそう思っております。今後について、

自衛隊に関わる方が退官された場合につい

ては、しっかり地元として応援していく、

支えていくということをしていきたいと思

っております。 

○議長（大原 昇君） これで、１２番松

浦和浩さんの一般質問を終わります。 

 以上で、本日の一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日はこれで延会すること

に決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後 ３時３３分 延会   
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